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家相秘傳伝集下之巻
　　　　　目次
一　の夜 (よ)翌 (よく)年 (ねん)の惠 (ゑ)方 (はう)にる社 (じや)へるはおもひ誤 (あやまり)な
　　るを辨 (べんし)て正 (せう)説 (せつ)を述 (のぶ)る
一　歳 (とし)德 (とく)架 (たな)は斜 (はすかい)に釣 (つる)べきものにあらざる理 (り)をす
一　正月と十二月との出生 (うまれ)は間 (まゝ)本 (ほん)命 (めい)の違 (ちがい)あつて位 (い)の
　　凶 (けう)合 (あは)ざるをす
一　三 (さん)元 (げん)本 (ほん)命 (めい)的 (てき)殺 (さつ)の用 (よう)法 (はふ)をる
一　天 (てん)月 (がつ)德 (とく)隂 (いん)陽 (やう)貴 (き)人 (にん)等 (とう)の吉 (きつ)神 (しん)にて猶 (なを)防 (ふせぎ)難 (かた)き大 (たい)凶 (けう)方 (はう)ある事 (こと)
　　を理 (り)解 (かい)す

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]一　磁 (じ)石 (しやく)居 (すへ)所 (ところ)の説 (せつ)區 (まち〱)なれとも本 (ほん)宅 (たく)中 (ちう)央 (わう)を以 (もつ)て緊要 (まこと)とする
　　理 (り)を明 (あきらか)にす
一　真 (しん)の吉 (きつ)方 (はう)たる富 (ふう)貴 (き)万 (まん)倍 (はい)の方 (かた)をむ考 (かう)の法 (はふ)
一　中 (ちう)一 (いち)と称 (せう)する本 (ほん)命 (めい)中 (ちう)宫 (きう)年 (とし)にても八 (はつ)方 (はう)の普 (ふ)請 (しん)動 (どう)土 (ど)は禁 (いむ)
　　さる理 (り)あるの
一　活 (くはつ)變 (へん)の法 (はふ)と称 (せう)し凶 (けう)方 (はう)を吉 (きつ)方 (はう)にして請 (しん)移 (わた)徒 (まし)等 (とう)を営 (いとな)
　　む法 (はふ)を示 (しめ)す
一　不慮 (おもいよらさる)の破 (は)損 (そん)にて捨 (すて)置 (おき)難 (かたき)は凶 (けう)方 (はう)を厭 (いとは)ずして即 (そく)時 (じ)に造脩 (ふしん)
　　等 (とう)を営 (いとな)む法 (はう)をにす
一　妊 (にん)娠 (しん)の人ある家 (いへ)は吉 (きつ)方 (はう)の撰 (ゑらみ)格 (かた)容易 (たやす)からさる理 (り)ある事 (こと)

　　并 (ならび)に臨 (りん)産 (さん)胎 (ゑ)衣 (な)藏 (おさめ)等 (とう)吉 (きつ)方 (はう)撰 (ゑらみ)の心 (こころ)得 (へ)
一　吉 (きつ)方 (はう)を撰 (ゑらみ)遣 (つかは)す節 (せつ)撰 (せん)者 (じや)心 (こゝろ)得 (へ)の事 (こと)をる
一　家 (か)相 (さう)と方 (はう)位 (い)と一 (いつ)致 (ち)してべきを撰 (せん)者 (じや)の為 (ため)ににす
一　吉 (きつ)方 (はう)たりとも土 (つち)を動 (うごかす)は四 (し)季 (き)とも土 (ど)用 (やう)を禁 (いむ)と雖 (いへど)も止 (やみ)が
　　たきは活 (し)法 (はう)ある事 (こと)を委 (くはし)くる
一　國 (くに)郡 (こおり)邑 (むら)町 (てう)中 (ぢう)にる請 (しん)等 (とう)中 (ちう)央 (わう)を定 (さだ)むるをにす
一　假 (かり)建 (たて)普請 (ふしん)小家 (こや)等 (とう)も凶方 (けうはう)をべきをす
一　田舎 (いなか)にては普請 (ふしん)の用 (やう)に活 (いき)木 (き)活土 (いきつち)を取 (とり)てにゆへ
　　是 (これ)を禁 (いまし)むるの
一　家 (いへ)倉 (くら)等 (とう)を立 (たて)る木 (もく)に宜 (よし)忌 (あし)ある事 (こと)を悉 (こと〱)く辨 (べん)述 (じゆつ)す
一　普 (ふ)請 (しん)の初 (はじめ)より成 (せう)就 (じゆ)する迄 (まで)度 (たび)々 (〱)の吉 (きつ)方 (はう)撰 (ゑらみ)を具 (つぶさ)に举 (あぐ)る
一　舊 (ふる)家 (いへ)取 (とり)拂 (はらひ)より新 (しん)建 (たて)に掛 (かヽる)まて位 (い)選 (ゑらみ)格 (かた)の辨 (べん)
一　地 (ち)靣 (めん)の備 (そなへ)格 (かた)によつて人 (にん)発 (はつ)達 (たつ)し難 (かた)き凶 (けう)宅 (たく)の辨 (べん)
一　水 (みづ)の流 (ながれ)は出 (で)入 (いり)とも坤 (ひつし)艮 (さるうしとら)を訣 (わけ)をにす
一　地 (ち)靣 (めん)建 (たち)家 (け)の欠 (かけ)張 (はり)吉 (きつ)凶 (けう)をし相 (さう)なるは聊 (いささか)其 (その)建 (たて)もの内 (うち)
　　備 (そなへ)等 (とう)をて吉 (きつ)相 (さう)にする理 (り)ある事 (こと)を詳 (つまびらか)に示 (しめ)す
一　大 (たい)木 (ぼく)となるべき樹 (じゆ)木 (もく)栽 (うゆる)を訣 (わけ)をし木 (き)にてき
　　諸 (しよ)木 (ぼく)の名 (な)をる木 (ぼく)隂 (いん)木 (ぼく)は除 (のぞく)べき禁忌 (いましめ)を明 (あきらか)に解 (とき)示 (しめ)
　　す
一　家 (いへ)無 (む)益 (ゑき)に廣 (ひろ)くはに髙 (たか)きは相 (さう)なる訣 (わけ)を示 (しめ)す

一　井 (い)戸 (ど)灶 (かまど)厠 (かはや)備 (そなへ)所 (ところ)によつて妨 (さまたけ)の無 (なし)をす
一　井 (い)戸 (ど)灶 (かまど)厠 (かはや)坤 (ひつし)艮 (さるうしとら)にあるは別 (べつ)して忌 (いむ)ゆへべきを示 (しめ)
　　す
一　門 (もん)口 (くち)戸 (と)口 (くち)窻 (まど)の類 (たぐひ)天 (てん)尺 (しやく)の吉 (きつ)寸 (すん)に𫔭 (あけ)て福 (ふく)ある理 (り)を詳 (つまひらか)に
　　す
一　疂 (たヽみ)の数 (かす)は间 (ま)取 (とり)の原 (もと)を定 (さだ)め夫 (それ)より吉 (きつ)数 (すう)に布 (しく)べきことを
　　解 (とき)す
一　床 (ゆか)敷 (しき)段 (だん)々 (〱)に搆 (かまへ)たるは住 (ちう)人 (にん)によつて吉凶ある理 (り)を明 (あきらか)にし
　　猶 (なほ)宅 (たく)図 (づ)に著 (あらは)ししても大 (おほい)に家 (か)相 (さう)に抱 (か〱)はる品 (しな)々 (〱)の吉 (きつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　凶 (けう)搆 (かまへ)所 (ところ)をに述 (のぶ)る
一	家 (いへ)の中 (ちう)央 (わう)搆 (かまへ)格 (やう)のことをし数 (かす)の吉 (きつ)相 (さう)を示 (しめ)す
一	土 (ど)藏 (さう)立 (たて)格 (やう)の禁 (いみ)忌 (かた)棟 (むね)搆 (かまへ)の宜 (よし)忌 (あし)戸 (と)前 (まえ)口 (くち)およひの𫔭 (あけ)格 (やう)等 (とう)
　　　を明 (あきらか)にす
一	座 (さ)少 (すこ)しの挌 (やう)によつて凶 (けう)ある事 (こと)を示 (しめ)す
一	茶 (ちや)の間 (ま)は遁 (よを)世 (のかれ)好 (たる)子 (ひと)の居 (きよ)所 (しよ)にて商 (あき)家 (うと)農 (ひやく)宅 (しやう)等 (とう)の世 (せ)用 (よう)を専 (もつは)
　　　一 (ら)とする地 (ち)に営 (いとなむ)べきものならざる訣 (わけ)を解 (とき)す
一	中 (ちう)二 (に)階 (かい)と称 (せう)する立 (たて)格 (やう)は凶 (けう)相 (さう)の一端 (はし)なる訣 (わけ)をす
一	二 (に)軒 (けん)を一 (ひと)住居 (すまい)とせし家 (いへ)およひ途 (と)より切 (きり)たる柱 (はしら)ある
　　　家 (いへ)は凶 (けう)相 (さう)なる訣 (わけ)を具 (つふさ)にす
一	軒 (のき)下 (した)を日 (にち)用 (やう)品 (しな)々 (〱)の搆 (かまへ)所 (ところ)とし或 (あるい)は地 (ち)を堀 (ほり)込 (こみ)て氕 (き)の品 (しな)

　　　をなど坤 (ひつし)艮 (さるうしとら)は別 (べつし)て禁 (いむ)べきをる
一	平 (ひら)建 (たて)の柱 (はしら)をて階 (かい)を営 (いとなむ)は立 (たて)接 (つぎ)の普 (ふ)請 (しん)にて凶 (けう)なる訣 (わけ)
　　　を示 (しめ)す
一	新 (しん)規 (き)立 (たて)出 (た)しにあらずして立 (たて)物 (もの)半 (はん)分 (ふん)立 (たて)接 (つぎ)たる家 (いへ)は凶 (けう)な
　　　る訣 (わけ)をす
一	坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の土 (く)藏 (ら)切 (きり)欠 (かき)て相 (さう)を防 (ふせぐ)といふ説 (せつ)は大 (おほい)なる誤 (あやまり)たる
　　　理 (り)を明 (あきらか)に解 (とく)
一	本 (ほん)命 (めい)の塲 (ば)所 (しよ)に氣 (き)あつて病 (びやう)災 (さい)に罹 (か〱る)はを取 (とり)除 (のそき)て快 (くはい)
　　　するに必 (ひつ)せる理 (り)をる
一	先 (さき)に祈 (き)禱 (とう)して普 (ふ)請 (しん)等 (とう)を営 (いとなむ)は方 (はう)位 (い)の法 (はふ)にあらさる訳 (わけ)を
　　　明 (あきらか)にし災 (さい)祈 (き)禱 (とう)の法 (はう)たる神 (しん)咒 (しゆ)経 (けう)の明 (あきらか)なること又 (また)報 (はう)
　　　殺 (さつ)普 (ふ)請 (しん)にて方 (はう)災 (さい)を解 (とき)除 (のぞ)く理 (り)居 (きよ)所 (しよ)を轉 (てん)して病 (ひやう)崇 (しう)を免 (まぬ)か
　　　るゝ等 (とう)を詳 (つまひらか)に示 (しめ)す
一	中 (ちう)央 (わう)の說 (せつ)區 (まち)なるを詳 (つまひらか)にして以 (もつ)て其 (その)理 (り)の近 (ちかき)を探 (たん)索 (さく)し
　　　密 (こまか)に棟 (むね)搆 (かまへ)内 (うち)備 (そなへ)の差 (しや)別 (べつ)を分 (わか)ちて央 (わう)の不動 (うごかさる)を論 (ろん)定 (てい)し猶 (なほ)
　　　立 (たち)家 (け)の見 (み)分 (わけ)難 (かたき)ものは棟 (むね)と地 (ち)図 (づ)と二 (に)面 (めん)に画 (したヽ)めて百 (ひやく)
　　　の図 (づ)を著 (あらは)し磁 (じ)石 (しやく)居 (すへ)所 (ところ)の真 (しん)訣 (けつ)をにす理 (り)寺 (じ)院 (いん)社 (しや)家 (け)武 (ぶ)
　　　家 (け)および別 (しも)荘 (やしき)他 (た)所 (しよ)持 (もち)の地 (ち)面 (めん)等 (とう)は中 (ちう)央 (わう)二 (に)ヶ所 (しよ)に立 (たて)て吉 (きつ)
　　　凶 (けう)を㝎 (さた)むるあるを辨 (べん)す
　　　　　口傳目録終

家相秘傳集下之巻

浪蕐　　　松浦琴鶴純逸著述
〇節 (せつ)分 (ぶん)の夜 (よ)に年 (とし)越 (こし)詣 (まいり)とし年 (ねん)の歳 (とし)德 (とく)方 (はう)へ参 (さん)詣 (けい)するは理 (り)
に當 (あた)らす如何 (いかん)となれは先 (まつ)節 (せつ)分 (ぶん)といへるは立 (りつ)春 (しゆん)節 (せつ)に入 (いる)の
前 (ぜん)日 (じつ)にて乃 (すなはち)當 (たう)年 (ねん)の終 (おはり)なり故 (ゆへ)に節 (せつ)分 (ぶん)の夜 (よ)は當 (たう)年 (ねん)無 (ぶ)事 (じ)に終 (おは)り
たるを喜悦 (よろこび)禮 (れい)参 (まいり)の為 (ため)其 (その)年 (とし)の歳德 (としとく)方 (はう)へるこれは最 (もつと)も理 (り)な
り翌年 (よくねん)の歳德方 (としとくはう)へ参 (まい)るは恐 (おそ)らく節 (せつ)分 (ぶん)の夜 (よ)にはあるまし是 (これ)
立 (りつ)春 (しゆん)節 (せつ)に入 (いる)の翌 (よく)朝 (てう)正 (まさ)しく新 (しん)年 (ねん)となるをて其 (その)新 (しん)年 (ねん)の歳 (とし)德 (とく)
方 (はう)へり年 (ねん)安 (あん)全 (せん)守 (しゆ)護 (ご)の禮 (れい)拜 (はい)をなす歳 (とし)德 (とく)詣 (まいり)と云 (いい)是 (これ)なり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]〇歳 (とし)德 (とく)架 (たな)を斜 (なヽめ)に釣 (つる)は少 (すこ)し心 (こゝろ)得 (へ)足 (たら)ぬあり其 (その)理 (り)先 (まつ)歳 (とし)德 (とく)は年 (ねん)
年 (ねん)て丙 (ひのへ)庚 (かのへ)壬 (みつのへ)にあり故 (ゆへ)に (に)俗 (ぞく)是 (これ)を亦 (また)惠 (ゑ)方 (はう)架 (たな)ともいふ天 (てん)の
惠 (めくみ)を保 (たもつ)の方 (はう)なりといへ里盖 (けたし)十 (ちつ)千 (かん)は天 (てん)の位 (くらい)にしててれ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]る在 (さい)方 (はう)なし唯 (たヾ)其 (その)五 (ご)行 (けう)の属 (ぞく)する所 (ところ)を分 (わか)つてしく四 (し)方 (はう)に竒 (き)
隅 (ぐう)する耳 (のみ)故 (ゆへ)に歳 (とし)德 (とく)架 (たな)は斜 (な〱め)にせす年 (とし)の在 (さい)方 (はう)にて四 (し)方 (はう)と
も其 (その)正 (せい)當 (たう)に向 (む)ひに釣 (つる)を理 (り)とす
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]〇正月と十二月との出生 (うまれ)は立 (りつ)春 (しゆん)節 (せつ)のによつて年 (とし)の
思 (おもひ)違 (ちかい)あるものなり是 (これ)本 (ほん)命 (めい)の繰 (くり)違 (ちかひ)となる故 (ゆへ)方 (はう)位 (い)を撰 (ゑらむ)ときよ
く此 (この)義 (ぎ)を尋 (たずね)訂 (たヾ)すべき事 (こと)なり夫 (それ)種 (しゅ)々 (〱)の災 (わざはひ)に罹 (か〱る)ものありて
す方 (はう)ならんと察 (さつ)しなから鑒 (かん)考 (かう)的 (てき)せさるは所謂 (いわゆる)生 (うまれ)年 (とし)本 (ほん)
命 (めい)の繰 (くり)違 (ちかひ)なることを知 (しる)べし

〇三 (さん)元 (げん)本 (ほん)命 (めい)的 (てき)殺 (さつ)とは人 (ひと)々 (〱)生 (うまれ)年 (とし)の九星 (ほし)干支 (ゑと)年 (とし)々 (〱)環 (めくつ)て座 (ざ)す
る所 (ところ)なり是 (これ)命 (めい)壽 (ちう)を損 (そん)傷 (せう)する人 (ひと)々 (〱)一 (めい)己 (〱)の大 (たい)凶 (けう)方 (はう)ゆへ而 (の)
己 (み)にあらす其 (その)家 (いへ)住 (ちう)居 (きよ)の親族 (みうち)夫 (それ)々 (〱)此 (この)凶 (けう)方 (はう)を避 (のぞく)べしし
僕 (つかひ)は妨 (さまたけ)なし忌 (いみ)避 (のぞく)に及 (およ)ばすとす
〇凶 (けう)方 (はう)多 (おほし)と雖 (いへど)も就中 (なかんづく)歳 (さい)破 (は)月 (けつ)破 (は)年 (とし)月 (つき)暗 (あん)劍 (けん)殺 (さつ)五 (ご)黄 (わう)殺 (さつ)本 (ほん)命 (めい)方 (はう)的 (てき)殺 (さつ)方 (はう)
等 (とう)是 (これ)を六 (ろく)凶 (けう)の大 (たい)殺 (さつ)と称 (せい)し彼 (かの)天 (てん)月 (けつ)德 (とく)隂 (いん)陽 (やう)貴 (き)人 (にん)なとの大 (たい)吉 (きつ)神 (しん)
にても防 (ふせき)難 (かた)き強 (かう)烈 (れつ)の大 (たい)凶 (けう)方 (はう)たり凡 (およそ)方 (はう)位 (い)を撰 (ゑらむ)は此 (この)六 (ろく)凶 (けう)を
んにて他 (た)を顧 (かへりみる)に及 (およ)はすとおもうふべし
〇磁 (じ)石 (しやく)居 (すへ)所 (どころ)の説 (せつ)區 (まち)々 (〱)にして皆 (みな)其 (その)一 (いち)理 (り)ありと雖 (いへども)も畢 (ひつ)竟 (けう)は其 (その)理 (り)
に泥 (なつむ)の說 (せつ)多 (おふ)く其 (その)用 (やう)はてし緊 (きん)要 (やう)は本 (ほん)宅 (たく)の中 (ちう)央 (わう)を以 (もつ)て
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)とし家 (か)相 (さう)方 (はう)位 (い)の吉 (きつ)凶 (けう)をめは應 (おう)的 (てき)當 (たう)万 (ばん)に一 (ひとつも)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]失 (ちかひ)なし凡 (およそ)磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)は方 (はう)位 (い)家 (か)相 (さう)の吉 (きつ)凶 (けう)をるなれば
能 (よく)習學 (ならひ)熟得 (けひこ)すべきなり委 (くはし)くに図 (づ)を以 (もつ)て示 (しめ)せり
〇真 (まこと)の吉 (きつ)相 (はう)を得 (ゑん)と欲 (おも)はヽ家 (めし)僕 (つかい)は避 (さく)るにばすと雖 (いへど)も其 (その)
家 (いへ)住 (ちう)居 (きよ)の親族 (みうち)はす々 (〱)の本 (ほん)命 (めい)方 (はう)的 (てき)殺 (さつ)方 (はう)を除 (のぞ)き彼 (かの)歳 (さい)破 (は)月 (げつ)
破 (は)年 (とし)月 (つき)暗 (あん)劍 (けん)殺 (さつ)五 (ご)黄 (わう)殺 (さつ)等 (とう)の凶 (けう)方 (はう)を避 (のぞき)以 (もつ)て天 (てん)月 (けつ)德 (とく)隂 (いん)陽 (やう)貴 (き)人 (にん)抔 (なそ)
の吉 (きつ)神 (しん)と本 (ほん)命 (めい)相 (さう)生 (せう)の星 (ほし)と同 (どう)會 (くわひ)するをを要 (やう)とすべし是 (これ)富 (ふう)
貴 (き)万 (まん)倍 (ばい)の大 (たい)吉 (きつ)方 (はう)とべし
〇本 (ほん)命 (めい)中 (ちう)宫 (ちう)にあるを一 (いち)と称 (せう)し八 (はつ)方 (はう)皆 (みな)凶 (けう)なりといへるは
しき誤 (あやまり)なり是 (これ)唯 (たヾ)中 (ちう)宫 (きう)の普 (ふ)請 (しん)等 (とう)を禁 (いむ)而 (の)己 (み)故 (ゆへ)に本 (ほん)宅 (たく)の屋 (や)根 (ね)

替 (かへ)なとて中 (ちう)局 (ところ)而 (の)己 (み)の動 (とう)作 (さく)大 (おほひ)にしとべし
〇普 (ふ)請 (しん)移 (たく)徒 (かへ)の節 (せつ)家族 (みうち)多 (おほく)して時 (じ)の吉 (きつ)方 (はう)得 (へ)難 (かた)ければ其 (その)妨 (さまたけ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]となる本 (ほん)命 (めい)の人 (ひと)をく徒 (まし)普 (ふ)請 (しん)の塲 (ば)所 (しよ)の吉 (きつ)方 (はう)となるとこ
ろへ住 (すみ)に出 (だ)し置 (おく)へし是 (これ)を活 (くら)變 (へん)の法 (はふ)といふなり
[image: u616e-itaiji-001 (慮) - GlyphWiki]〇風 (ふう)雨 (う)逆 (おふ)水 (みつ)震 (しん)雷 (らい)等 (とう)凡 (すべ)て不 (おもい)慮 (よらさる)に破 (は)損 (そん)して捨 (すて)置 (おき)難 (かた)く兩 (に)三 (さん)日 (にち)に
て成 (ぜう)就 (しゆ)すへき軽 (かる)の修 (つゞ)覆 (くり)なれは真 (しん)太 (たい)陽 (よう)の吉 (きつ)方 (はう)或 (あるい)は天 (てん)德 (とく)月 (けつ)
德 (とく)の吉 (きち)日 (にち)を以 (もつ)てすべし妨 (さまたげ)なしとす
〇妊 (にん)娠 (しん)の人 (ひと)ある家 (いへ)は少 (すこ)しの造作 (ふしん)も大 (おふい)にしに𥧄 (かまと)の築 (つき)替 (かへ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]上 (うは)塗 (ぬり)杯 (など)堅 (かた)く忌 (いむ)なり但 (たヾ)し抱 (かけ)屋鋪 (やしき)等 (とう)別 (べつ)所 (しよ)にある家 (いへ)の普請 (ふしん)抔 (なぞ)は
妨 (さまたけ)なし但 (たゞし)臨 (りん)産 (さん)の向 (むき)様 (やう)胞 (ゑな)の藏 (おさめ)所 (ところ)抔 (なと)方 (はう)位 (い)の撰 (ゑらみ)格 (やう)最 (もつ)とも大 (たい)切 (せつ)な
れは輕 (かろ)におもふべからず
〇凡 (すべ)そ吉 (きつ)方 (はう)を撰 (ゑらむ)ときは兩 (りやう)三 (さん)年 (ねん)以 (い)前 (ぜん)より當 (とう)時 (じ)まて造作 (ふしん)居 (うへ)
等 (とう)にて凶 (きふ)方 (はう)を犯 (おか)せしはなきや懇 (ねんごろ)に尋 (たつね)訂 (たゞ)すべし𠰥 (もし)是 (これ)迄 (まで)凶 (けう)
方 (ほう)を犯 (おか)せしあれは後 (こう)年 (ねん)に至 (いた)り祟 (たヽり)にて應 (きた)る害 (はひ)も本 (ほん)主 (しゆ)
は是 (これ)を辨 (わきまへ)さるゆへの吉 (きつ)方 (はう)の撰 (ゑらみ)誤 (あやまり)なりとおもひとりて
ずにおもうふなるべし是 (これ)撰 (せん)者 (じや)の不 (ふ)念 (ねん)となれはなり
〇轉 (たく)居 (うえ)の吉 (きつ)方 (はう)をむは家 (か)相 (さう)の善 (ぜん)𢙣 (あく)をも考 (かんかふ)べして
吉 (きつ)方 (ぱう)を指 (さし)揮 (づ)するとも移 (うつ)る家 (いへ)凶 (けう)相 (さう)なれは轉 (たく)居 (うへ)の方 (はう)德 (とく)なき耳 (のみ)
ならす兩 (に)三 (さん)年 (ねん)の中 (うち)には必 (かなら)す凶 (けう)相 (さう)の祟害 (たヽり)発 (はつす)とすれとも本 (ほん)
主 (しゆ)其 (その)理 (り)をすして唯 (たヾ)撰 (せん)者 (しや)の選 (ゑらみ)誤 (あやまり)なりとおもふものなれば

なり
〇造作 (ふしん)轉 (たく)居 (うへ)の吉 (きつ)方 (はう)を撰 (ゑらむ)とき四 (し)季 (き)とも土 (ど)用 (やう)をことをとり
失 (わすれ)さるすへしいづれ造作 (ふしん)轉 (たく)居 (うへ)には土 (ど)氕 (き)を犯 (おかす)ことある故 (ゆへ)
なればなり𠰥 (もし)止 (やみ)難 (かた)き動 (とう)土 (ど)なれは本 (ほん)命 (めい)納 (なつ)音 (いん)とも金 (かね)に属 (ぞく)する
人 (ひと)を以 (もつ)てするのあり
〇住 (ぢう)居 (きよ)は本 (ほん)宅 (たく)の中 (ちう)央 (わう)より方 (はう)位 (い)を定 (さだ)むる前 (さき)に述 (のぶる)がことし
又 (また)一 (ひと)村 (むら)中 (ちう)にる新 (しん)田 (でん)池 (いけ)郷 (かう)庫 (くら)等 (とう)の修作 (ふしん)は其 (その)村 (むら)の中 (ちう)央 (わう)より
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]年 (とし)月 (つき)吉 (きつ)方 (はう)をべし又 (また)町 (まち)中 (なか)にる人 (にん)の詰 (つめ)所 (しよ)或 (あるひ)は大道 (みち)普 (ふ)請 (しん)
町 (てう)境 (さかい)の木 (き)戸 (ど)抔 (なと)を脩造 (ふしん)するも亦 (また)同 (おな)し理 (り)にて其 (その)町 (てう)内 (ない)の中 (ちう)央 (わう)よ
り方 (はう)角 (かく)を定 (さたむ)べし筋 (すじ)の石 (いし)かけ水 (すひ)道 (どう)の大 (おふ)浚 (さらへ)抔 (など)皆 (みな)同じと知べし
〇普 (ふ)請 (しん)小 (こ)屋 (や)は假 (かり)建 (たて)のものなれども凶 (けう)方 (はう)に営 (いとな)めは方 (はう)災 (さい)に
罹 (かヽる)こと著明 (あきらか)なれは必 (かなら)す軽 (かろ〱)忽 (しく)にする事 (こと)なかれく方 (ばう)に営 (いとなむ)
べし
〇田舎 (いなか)にては普請 (ふしん)の用 (やう)材 (ざい)土 (ど)石 (せき)等 (とう)を山 (さん)林 (りん)より取 (とり)来 (きた)るあり其 (それ)
建 (たて)物 (もの)の塲 (ば)所 (しよ)は吉 (きつ)方 (ばう)なりとも右 (みき)取 (しゆ)用 (よう)の山 (さん)林 (りん)凶 (けう)方 (はう)にあらは別 (べつ)
して烈 (はげ)しとす活 (いき)木 (き)活 (いき)土 (つち)を取 (とる)ゆへなればなり能 (よく)撰 (ゑら)みて
みな吉 (きつ)方 (はう)にるを考 (かんかふ)べし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]〇家 (いえ)庫 (くら)等 (とう)を建 (たて)る材 (ざい)は國 (くに)所 (ところ)に因 (よつ)って其 (その)澤 (たく)山 (さん)なるをゆるゆへ
て難 (かたし)と雖 (いへと)も俗 (ぞく)家 (か)には先 (まつ)槻 (けやき)楠 (くす)栗 (くり)栴 (せん)𣞀 (たん)槐 (ゑんしゆ)等 (とう)凡 (すべ)て隂 (いん)木 (ぼく)又 (また)生 (おい)
立 (たち)易 (やす)き雜 (さう)木 (ぼく)を忌 (いむ)なり唯 (たヽ)檜 (ひのき)松 (まつ)杉 (すぎ)栂 (とが)等 (とう)を以 (もつ)てとす

〇普請 (ふしん)の方 (はう)位 (い)は先 (まつ)旧 (ふる)屋 (いへ)取 (とり)拂 (はらい)石 (いし)搗 (つき)上 (むね)棟 (あけ)此 (この)三 (さん)ヶ (か)度 (ど)はらす
方 (はう)吉 (きち)日 (にち)を撰 (ゑらむ)へし偖 (さて)普請 (ふしん)成 (せう)就 (しゆ)の上 (うへ)移 (やう)徙 (つり)の節 (せつ)は亦 (また)吉 (きつ)方 (はう)に當 (あたる)を
てことなり
〇旧 (ふる)屋 (いへ)を取 (とり)拂 (はらい)瓦 (かはら)石 (いし)芥 (あくた)を取 (とり)除 (のそ)き予 (よ)か方 (はう)鑒 (かん)書 (しよ)に屢 (しば〱)る砂 (すな)蒔 (まき)の
法 (はふ)を修 (しや)し偖 (さて)六 (ろく)凶 (けう)といへる歳 (さい)破 (は)月 (げつ)破 (は)年 (とし)月 (つき)暗 (あん)劍 (けん)殺 (さつ)五 (こ)黄 (わう)殺 (さつ)本 (ほん)
命 (めい)方 (はう)的 (てき)殺 (さつ)方 (はう)等 (とう)を避 (さけ)天 (てん)德 (とく)月 (けつ)德 (とく)隂 (いん)陽 (やう)貴 (き)人 (にん)の吉 (きつ)神 (しん)を以 (もつ)て造作 (ふしん)に
取 (とり)掛 (かヽる)べし
〇地 (ち)面 (めん)髙 (たか)低 (ひく)吉 (きつ)凶 (けう)の説 (すつ)種 (いろ)々 (〱)ありと雖 (いへど)も概 (むね)表 (おもて)髙 (たか)くきを
第 (たい)一 (いち)の凶 (けう)相 (さう)とす川 (かは)添掛造の宅 (いへ)にし達 (たつ)する者 (もの)なきを
以 (もつ)て知 (しる)べし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]〇雨 (あま)水 (みづ)遣 (つかひ)水 (みづ)の流 (なかれ)坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の塲 (は)所 (しよ)へ出 (いづ)るは大 (おほひ)にし外 (そと)堀 (ほり)或 (あるい)は
川 (かは)水 (みづ)の流 (なかれ)を住 (ちう)地 (ち)中 (ちう)へ取 (とり)入 (いつ)るも亦 (また)同 (おな)し理 (り)にて大 (だい)凶 (けう)なり
〇地 (ち)面 (めん)建 (たち)家 (け)とも大 (おふ)概 (むね)乾 (いぬい)巽 (たつみ)は少 (すこ)し張 (はり)出 (いづ)るをとし坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)は少 (すこし)
も欠 (かけ)張 (はり)なきを吉 (きつ)とす餘 (ほか)論 (ろん)說 (せつ)多 (おふ)し全 (せん)体 (たい)八 (はつ)方 (はう)とも欠 (かけ)張 (はり)にて
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]正 (せい)直 (ちよく)なるを以 (もつ)て (て)最 (さい)上 (じやう)とす欠 (かけ)張 (はり)なるが如 (こと)きは其 (その)形 (けい)勢 (せい)に順 (したかひ)
建 (たち)家 (け)を営 (いとな)み住 (ちう)居 (きよ)を搆 (かま)へ以 (もつ)て凶 (けう)相 (さう)を補 (おきな)い吉 (きつ)相 (さう)にするあ
る故 (ゆへ)欠 (かけ)張 (はり)吉 (きつ)凶 (けう)の節 (せつ)を論 (ろん)定 (てい)せしものなりと知 (しる)べし
〇坤 (ひつし)艮 (さるうしとら)の塲 (ば)所 (しよ)は勿 (もち)論 (ろん)布地中 (ちめんのうち)に大 (たい)木 (ほく)あるは大 (たい)凶 (けう)なり故 (ゆへ)に銀 (い)
杏 (てう)椵 (もみ)䓁 (とう)すべて生 (おい)立 (たち)易 (やす)き木 (もく)栽 (うゆ)べからす又 (また)柘 (しや)榴 (くろ)棗 (なつめ)蘇 (そ)鉄 (てつ)芭 (は)蕉 (せう)
等 (とう)は頗 (すこぶ)る隂 (いん)木 (ほく)ゆへ庭 (には)木 (き)に栽 (うゆる)を忌 (いむ)なり盖 (けたし)又 (また)世 (せ)人 (じん)大 (たい)木 (ほく)堀 (ほり)取 (とる)

ことはたし樹 (じゆ)のさしるたけ切 (きり)抜 (ぬき)よけて垣 (かき)塀 (へい)の
類 (たぐひ)を搆 (かま)ゆるあり是 (これ)猶 (なほ)𢙣 (あし)し凡 (およそ)庻 (つね)人 (びと)の住 (ちう)地 (ち)中 (ちう)にある大 (たい)木 (ほく)隂 (いん)木 (ぼく)
は必 (かなら)す取 (とり)除 (のそ)くべきなれとも軽 (かろ〱)忽 (しく)に堀 (ほり)取 (とり)難 (かた)き訣 (わけ)あり委 (くはし)く
か方 (はう)鑒 (かん)秘 (ひ)集 (しう)にあり
〇面 (めん)狹 (せま)く寛大 (おふい)なるは極 (きはめ)てなり凡 (すべ)て建 (たち)家 (け)の棟 (むね)他 (ほか)に遮 (さへきり)
てきはし庻 (つね)人 (びと)の家 (いへ)無 (む)益 (ゑき)に廣 (ひろ)くにして住 (ちう)者 (しや)少 (すくなき)は凶 (けう)
なり唯 (たヾ)家 (いへ)く人 (ひと)多 (おふき)を以 (もつ)て吉 (きち)とす
〇子 (ね)丑 (うし)寅 (とら)の三 (さん)方 (はう)井 (い)戸 (と)𥧄 (かまと)厠 (かはや)備 (そなへ)あるは別 (べつし)てなりし癸 (みつのと)の
所 (ところ)にあるは妨 (さまたけ)なし
〇井 (い)戸 (ど)𥧄 (かまど)厠 (かはや)は人 (しん)用 (やう)最 (だい)主 (いち)のゆへ艮 (さるうしとら)二 (に)方 (はう)にあるは別 (べつし)て凶 (あし)
し是 (これ)家 (か)相 (さう)第 (たい)一 (いち)の凶 (けう)備 (そなへ)たり此 (この)凶 (けう)相 (さう)を取 (とり)除 (のそく)にも又 (また)妨 (さまたけ)なき所 (ところ)へ
立 (たつ)るにも不 (ふ)浄 (せう)穢 (け)湿 (かれ)にさる法 (はふ)あるなり
〇表 (おもて)门 (もん)𫟚 (うら)门 (もん)は勿 (もち)論 (ろん)建 (たち)家 (け)の出 (て)入 (いり)口 (くち)窻 (まど)切 (きり)戸 (と)口 (くち)に至 (いたる)まて尺 (しやく)を
以 (もつ)て吉 (きつ)寸 (すん)に𫔭 (あけ)べきなりて幸 (かう)あり
〇间 (ま)取 (とり)疂 (た〱み)数 (かす)或 (あるい)は関 (くはん)或 (あるい)はの间 (ま)の搆 (かまへ)ある所 (ところ)の方 (はう)位 (い)と其 (その)间 (ま)の疂 (たゝみ)
數 (かす)と相 (さう)生 (せう)を布 (しき)夫 (それ)より次 (し)第 (だい)相 (さう)生 (ぜう)の间 (ま)續 (つゞき)となる樣 (やう)考 (かんかへ)布 (しく)べし
〇床 (ゆか)敷 (しき)奥 (おく)にて第 (だい)にく段 (たん)下 (げ)段 (たん)の间 (ま)取 (とり)に等 (ひとし)き建 (たて)格 (やう)是 (これ)
權 (せい)強 (つよ)きをとるゆへ家 (かた)には最 (もつと)も吉 (きつ)相 (さう)とすと雖 (いへど)ども
庻 (つね)人 (ひと)の住 (ちう)居 (きよ)には大 (おふい)に凶 (あし)し是 (これ)図 (づ)面 (めん)に著 (あらは)し難 (かた)きゆへ家 (か)相 (さう)考 (かんかへ)の
節 (せつ)能 (よく)心 (こヽろ)をて図 (づ)を阅 (みる)へし凡 (およそ)此 (この)一 (いち)条 (てう)に限 (かぎ)らす布 (しき)石 (いし)宂 (あな)庫 (くら)じ

やうご窓 (まど)物 (もの)干 (ほし)等 (とう)宅 (たく)図 (づ)に著 (あらは)し難 (かたく)しても大 (たい)凶 (けう)相 (さう)となるも
の種 (いろ)々 (〱)ありく考 (かう)すべし
〇家 (いへ)の中 (ちう)央 (わう)板 (いた)間 (ま)とするは大 (おほい)にし段 (たん)階 (はし)子 (こ)抔 (なそ)すべて重 (おも)き
置 (おき)物 (もの)を以 (もつ)て備 (そなへ)置 (おけ)は大 (たい)凶 (けう)なり又 (また)中 (ちう)央 (わう)は土 (ど)氕 (き)の主 (つかさ)とる所 (ところ)ゆへ
疂 (たゝみ)の貟 (かす)金 (かね)の間 (ま)取 (とり)を吉 (きつ)とすて幸 (かう)福 (ふく)を且 (かつ)産 (しやう)業 (ばい)繁 (はん)昌 (しやう)を主 (つか)さ
とるの取 (とり)なり但 (たヾ)し金 (かね)の间 (ま)とは二 (に)疂 (でう)九 (く)疂 (でう)十 (ぢう)疂 (でう)等 (とう)餘 (よ)は察 (しる)知すべし
〇土 (く)藏 (ら)は廣 (ひろ)狭 (せま)に抱 (かヽ)はらす三 (さん)階 (かい)建 (たて)は大 (おほひ)に凶 (あし)し又 (また)倉 (く)庫 (ら)の屋 (や)根 (ね)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]は流 (なかれ)を東 (とう)西 (さい)につけ棟 (むね)筋 (すじ)を南 (なん)北 (ぼく)にを宜 (よし)とす戸 (と)前 (まへ)口 (くち)およ
び窓 (まど)の立 (たて)横 (よこ)抔 (なと)天 (てん)尺 (しやく)を以 (もつ)て吉 (きつ)寸 (すん)に𫔭 (あけ)置 (おく)は財 (さい)宝 (ほう)を保 (たもつ)の慶 (けい)あ
りとす

〇離 (はなれ)座 (ざ)鋪 (しき)一 (いつ)方 (はう)口 (くち)に搆 (かまゆる)は凶 (けう)相 (さう)なり伹 (たヾ)し其 (その)一 (いつ)方 (はう)に窓 (まど)を𫔭 (あけ)ば
二 (に)方 (はう)口 (くち)の象 (かたち)となりて妨 (さまたけ)なし
〇茶 (ちや)の間 (ま)は閑雅 (あそび)遊樂 (たのしみ)の所 (ところ)是 (これ)奢 (おこり)の一 (いつ)端 (たん)なれは庻 (つね)人 (びと)の住 (ちう)居 (きよ)に
は無 (む)用 (やう)の備 (そなへ)たり尤 (もつとも)圍 (かこひ)廣 (ひろ)間 (ま)等 (とう)間 (ま)取 (とり)種 (いろ)々 (〱)あれとも四 (よ)疂 (てう)半 (はん)抔 (なそ)は
隂 (いん)逸 (に)籠 (こも)居 (る)の備 (そなへ)なりといへばも好 (このま)しからす凡 (およそ)茶 (ちや)席 (のま)圍 (かこひ)の作 (つくり)
形 (かた)は清 (よに)貧 (まじ)獨 (はら)樂 (さる)の住居 (すまい)に因 (よる)か故 (ゆへ)別 (しも)荘 (やしき)には格 (かく)別 (べつ)通 (つう)世 (れい)の住 (ちう)宅 (たく)に
宜 (よろ)しからさる搆 (かまへ)なり
〇中 (ちう)二 (に)階 (かい)と称 (せう)し敷 (しき)を髙 (たか)く床 (ゆか)下 (した)を物 (もの)置 (おき)として不 (ふ)浄 (じやう)物 (もの)を
入 (いれ)置 (おく)なり是 (これ)大 (おふい)なる凶 (けう)相 (さう)とす
〇住居 (すまい)の中 (うち)隔 (へだて)の柱 (はしら)を中 (ちう)途 (と)より取 (とり)て軒 (けん)を一 (ひと)住 (すまい)居とせし

家 (いへ)は凶 (けう)なりて柱 (はしら)の接 (つき)あるは大 (おふい)に凶して大 (たい)柱 (はしら)小 (せう)極 (こく)
柱 (はしら)といへるもの切 (きり)接 (つき)あれは宅主 (あるし)短 (たん)命 (めい)を主 (つかさ)とるなり又 (また)路 (ろ)次 (じ)
の上 (うえ)を二 (に)階 (かい)に取 (とり)込 (こみ)たる住 (ちう)居 (きよ)も同 (おな)しく凶 (けう)相 (さう)とす
〇繁 (はん)花 (じやう)の地 (ち)には往 (わう)来 (らい)軒 (のき)下 (した)を建 (たて)出 (た)し灶 (かまと)水 (みつ)流 (なかれ)し抔 (なと)の搆 (かまへ)所 (ところ)とす
雜 (ざう)具 (ぐ)は格 (かく)別 (べつ)此 (こヽ)に灶 (かまど)或 (あるい)は神 (しん)佛 (ぶつ)の霊 (れい)𣞀 (だん)抔 (など)備 (そなへ)置 (おく)こと大 (おふい)に凶 (あし)し又 (また)
予 (よ)屡 (しは〱)述 (のぶ)るかく坤 (ひづし)艮 (さるうしとら)の二 (に)方 (はう)に堀 (ほり)込 (こみ)の芥 (ごもく)塲 (ば)用 (やう)心 (じん)水 (すい)其 (その)外 (ほか)湿 (しつ)氕 (き)
の具 (しな)を置 (おく)こと大 (だい)凶 (けう)なり家 (か)相 (さう)第 (だい)一 (いち)の禁 (いましめ)とす
〇有 (あり)来 (きたり)の古 (ふる)建 (たて)物 (もの)座 (ざ)敷 (しき)店 (みせ)の間 (ま)其 (その)儘 (まま)にしを切 (きり)接 (つき)なとして
新 (あらた)にく階 (かい)座 (さ)敷 (しき)を搆 (かま)ゆるなり是 (これ)次 (つぎ)にる造 (ざう)作 (さく)と云 (いへる)普 (ふ)
請 (しん)に䓁 (ひとし)くにき相 (さう)とするなり
〇質 (しつ)素 (そ)を㫖 (むね)とし皆 (かい)造 (ざう)をては家 (いへ)の表 (おもて)流 (なかれ)を其 (その)儘 (まヽ)さし置 (おき)棟 (むね)
より内 (うち)を切 (きり)拂 (はらひ)内 (うち)流 (なかれ)を建 (たて)延 (のは)し又 (また)は柱 (はしら)を接 (つぎ)木 (き)して下 (け)家 (や)建 (たて)を髙 (たか)
くする抔 (なと)尺 (たヾ)新 (しん)規 (き)建 (たて)出 (だ)しにならすしては (は)ゞ造 (さう)作 (さく)の立 (たち)接 (つぎ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u8db3-14-itaiji-001@1.50px.png]といへる普 (ふ)請 (しん)は大 (おふい)にしし上 (かみ)にて𠯁 (さし)たるは妨 (さまたげ)なしとす
〇坤 (ひつじ)艮 (さるうしとら)の土藏 (くら)は凶 (けう)相 (さう)となるをて少 (すこ)しく取 (どり)其 (その)凶 (けう)を補 (おぎな)ひ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]防 (ふせぐ)といふ説 (せつ)あれどもしし凡 (すべ)て立 (たて)接 (つき)切 (きり)拂 (はらい)の搆 (かまへ)ある住 (ちう)所 (しよ)は
必 (かなら)す祟 (たヽり)あるを以 (もつ)て知 (しる)べる
〇地 (ち)形 (けう)家 (か)搆 (こう)とも吉 (きつ)相 (さう)にして家 (か)内 (ない)に長 (ちやう)病 (びやう)の人 (ひと)あるは必 (かなら)す其 (その)
病 (びやう)人 (にん)の本 (ほん)命 (めい)塲 (ば)所 (しよ)に厠 (かはや)水 (みつ)溜 (ため)手 (てう)水 (づ)鉢 (ばち)等 (とう)凡 (すべ)て不 (ふ)浄 (ぜう)隂 (いん)物 (もの)の具 (しな)搆 (かまへ)あ
る故 (ゆへ)なり吉 (きつ)方 (はう)の節 (せつ)をて之 (これ)を取 (とり)除 (のぞけ)はち平 (ぜん)愈 (くはい)するなり

〇先 (さき)に祈 (き)禱 (とう)祭奠 (まつり)して造作 (ふしん)轉 (たく)居 (かへ)を脩 (しや)せしむるはしき僻法 (あやまり)
たり此 (この)修 (しや)法 (はふ)にて方 (はう)災 (ざい)無 (なき)に極 (きはま)らは彼 (かの)吉 (きつ)方 (はう)撰 (ゑらみ)の術 (しゆつ)は無 (む)用 (やう)のも
のなるべし且 (かつ)有 (やう)財 (ざい)の徒 (と)は永 (ゑい)世 (せい)方 (はう)祟 (た（ゝ）り)に罹 (かゝ)る事 (こと)なきのなり
抑 (そも〱)方 (ばう)祭 (さい)祈 (き)禱 (とう)というはすして方 (はう)を犯 (おか)せしを悔 (くやみ)して怒 (いか)
氕 (り)を和 (しづ)むるの法 (はふ)なりと知 (しる)べし其 (その)法 (はふ)先 (まつ)安 (あん)宅 (たく)神 (しん)咒 (しゆ)経 (けう)といへ
る方 (はう)解 (かひ)除 (ちよ)の経 (けう)典 (てん)を讀 (とく)誦 (じゆ)すれは諸 (しよ)殺 (さつ)鎮 (ちん)和 (くは)せすといふ㕝 (こと)な
し又 (また)一 (いつ)修 (しゆ)法 (はふ)に報 (はう)殺 (さつ)普 (ふ)請 (しん)とてく方 (ぱう)の普 (ふ)請 (しん)を営 (いとな)めはの
方 (はう)災 (ざい)必 (かなら)す解 (け)除 (ぢよ)す或 (あるい)は病 (ひやう)災 (さい)に罹 (かゝ)る人 (ひと)ならはく方 (ぱう)へ假 (かり)住 (すみ)
に出 (いづ)べし病 (びやう)氕 (き)快 (くはい)す等 (ら)は祈 (き)禱 (とう)祭 (まつ)奠 (り)に及 (およば)す方 (はう)德 (とく)を以 (もつ)て
前 (さき)の方 (はう)災 (さい)を解 (とき)除 (のぞ)くの修 (しゅ)法 (はう)なり猶 (なほ)委 (くはし)くすべて當 (たう)書 (しよ)に洩 (もれ)し諸 (しよ)
法 (はう)撰 (ゑらみ)格 (やう)の秘 (ひ)訣 (けつ)は予 (よ)か方 (はう)鑒 (かん)秘 (ひ)傳 (でん)集 (しう)及 (およ)び家 (か)相 (さう)秘 (ひ)傳 (でん)集 (しう)に詳 (づまひらか)なり
凡 (およそ)此 (この)兩 (りやう)秘 (ひ)集 (しう)と𫝆 (いま)此 (この)件 (けん)々 (〱)の摘 (つみ)書 (しよ)と三 (さん)部 (さつ)の指 (おも)㫖 (むき)を照 (てら)し合 (あは)せ以 (もつ)
て方 (はう)位 (い)家 (か)相 (さう)を鑒 (かん)考 (かう)すれは万 (ばん)に一 (いつ)失 (しつ)なきものなり
〇凡 (すべ)て方 (はう)鑒 (かん)の吉 (きつ)相 (さう)は人 (にん)命 (めい)に拘 (か〱)る大 (たい)切 (せつ)の趣㫖 (おもむき)なれは軽 (かろ〱)忽 (しく)
べからす其 (その)師 (し)のに入 (いり)てく揮 (つ)をべし之 (これ)をて
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]方 (はう)災 (ざい)に病症 (やむ)は醫 (い)療 (しや)の関 (あづか)る所 (ところ)にあらず藥 (やく)餌 (ゑ)心 (こゝろ)を竭 (つくす)とも更 (さら)
に功 (しるし)なし只 (たヾ)方 (はう)道 (い)の德 (とく)を駈 (かり)て方 (はう)に居 (きよ)をれば愈 (いゆ)る
耳 (のみ)ならず能 (よく)幸 (さひ)福 (はひ)を致 (いた)す是 (これ)を方 (はう)災 (さい)解 (かい)除 (ぢよ)轉 (てん)禍 (くは)為 (い)福 (ふく)の法 (はふ)と云 (いふ)
なり盖 (けだし)其 (その)吉 (きつ)方 (はう)を擇 (ゑらむ)は先 (まづ)中 (ちう)央 (わう)を定 (さだ)むるを要 (いち)とす中 (ちう)央 (わう)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]は方 (はう)隅 (い)の基塲 (もと)にして吉 (きつ)凶 (けう)のて起 (おこ)るなればなり

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]　　　　　宅 (いへの)舎搆 (かまへ)所 (ところ)に因 (より)地 (ち)形 (げふ)に凶 (けう)相 (さう)を防 (ふせ)ぐ備 (そなへ)格 (かた)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]凡 (すべて)住 (ぢう)宅 (たく)の地 (ち)は欠 (かけ)張 (はり)なく四 (し)方 (はう)正 (せい)直 (ちよく)なるをて上 (ぢう)吉 (きつ)とす髙 (かう)
曲 (きよく)直 (ちよく)紛 (ふん)々 (〱)たるものは其 (その)論 (ろん)一 (いち)定 (ぜう)ならずと雖 (いへど)大 (たい)略 (てい)欠 (かけ)入 (いり)たる搆 (かまへ)
には相 (さう)きものなり然 (しかれ)ばとて出 (いづ)るにも亦 (また)分 (よき)度 (ほど)あり假 (たと)
令 (へ)ば巽 (たつみ)の地 (ち)も相 (さう)應 (をう)に位 (ほど)よく張 (はり)たるを吉 (きつ)とす夫 (それ)乾宫 (いぬい)な
ど過 (くは)分 (ぶん)に張 (はり)出 (いつ)るものは主人 (あるじ)自 (おのづ)から亢 (たがふ)り威 (い)を専 (もつはら)として
我 (が)意 (い)に募 (つのる)の象 (かたち)あり故 (ゆへ)に庻 (しも)家 (〱)には別 (べつ)て凶 (あし)しとす坤 (ひづし)艮 (さるうしとら)は大 (たい)
㫖 (てい)張 (はり)欠 (かけ)なきを吉 (きつ)とす二 (ふた)宫 (ところ)欠 (かけ)入 (いり)たる搆 (かまへ)は衰微 (おとろへ)の相 (さう)にて住 (ちう)
人 (にん)次 (し)第 (だい)に滅 (めつ)亡 (ばう)し家 (か)内 (ない)寂 (せき)寞 (ばく)たるを主 (つかさ)とる最 (さい)大 (たい)凶 (けう)の備 (そなへ)なりも
しかゝるに住 (すむ)ものはく欠 (かけ)入 (いり)たる地 (ち)形 (けふ)を轉 (てん)革 (かく)すべし
夫 (それ)猶 (なほ)轉 (てん)革 (かく)し難 (がたき)ものは別 (べつ)に倉 (く)庫 (ら)宅 (い)舎 (へ)䓁 (とう)を立 (たて)連 (つらね)て坎 (かけ)地 (ち)の凶 (けう)相 (さう)
を補 (おきな)ふもあるなり又 (また)乾 (いぬい)巽 (たつみ)の流 (りう)出 (すい)は地 (ち)相 (さう)の凶 (けう)を防 (ふせぐ)の理 (り)あ
るをて雨 (あま)水 (みつ)遣 (つかい)水 (みづ)等 (とう)は乾 (いぬい)巽 (たつみ)へ流 (なかれ)出 (いづ)るをとするの抔 (など)委 (くはしく)
は予 (よ)か家 (か)相 (さう)秘 (ひ)傳 (でん)集 (しう)に述 (のべ)たりて覧 (みる)べし猶 (なほ)八 (はつ)方 (はう)とも其 (その)地 (ち)欠 (かけ)
張 (はり)の形 (かたち)により宅 (たく)舎 (しや)の搆 (かまへ)所 (ところ)あるなり例 (れい)せば張 (はり)備 (そなへ)のにて
も乾 (いぬい)巽 (たつみ)等 (とう)は殊 (こと)に位 (ほと)よく張 (はり)出 (いづ)るを相 (さう)の地 (ち)とすとも宅 (たく)舎 (しや)
の搆 (かまへ)所 (ところ)其 (その)地 (ち)にぜざるときは極 (きはめ)て地 (ち)薄 (うす)く其 (その)甲 (か)斐 (い)なきな
り又 (また)欠 (かけ)込 (こみ)の地 (ち)と雖 (いへとも)も搆室 (いへのかまへ)其 (その)地 (ち)にるときは是 (これ)が為 (ため)に凶 (けう)地 (ち)の
ひ消 (せう)滅 (めつ)に近 (ちか)く其 (その)理 (り)をいはゞ地 (ち)の乾 (いぬい)欤 (か)坎 (きた)欤 (か)に宅 (たく)舎 (しや)を
搆 (かま)えの中 (ちう)央 (わう)より坤 (ひづし)艮 (さるうしとら)の方 (かた)に隂 (いん)湿 (しつ)不 (ふ)浄 (ぜう)の備 (そな)なき様 (やう)を第 (たい)一 (いち)

として其 (その)餘 (よ)家 (か)相 (さう)の不 (あし)祥 (き)を除 (のぞ)きに撰 (ゑら)て相 (さう)而 (の)己 (み)を布 (しく)は假 (たと)
令 (へ)地 (ち)形 (げふ)に凶 (けう)相 (さう)有とも只 (たゝ)其 (その)凶 (けう)を防 (ふせぐ)のみならずて吉 (きつ)慶 (けい)を
招 (まね)き幸 (かう)福 (ふく)をことをどるを以 (もつ)て宅 (たく)舎 (しや)の最 (もつと)も重 (おもき)ことを
知 (しる)べし宅 (たく)舎 (しや)は住居 (すまい)の曲 (きよく)直 (ちよく)棟 (むね)貟 (かず)の多少にて央 (わう)の塲 (ば)尤 (もつとも)
定 (さため)難 (がた)きもの间 (ま〱)あり苟 (いやしくも)其 (それ)中 (ちう)央 (わう)を誤 (あやまる)ときは吉 (きつ)凶 (けう)明 (めい)断 (たん)暗 (あん)に齟 (そ)齬 (ご)
して的 (てき)中 (ちう)為 (せ)ざるものなりて忽 (かせ)にする事 (こと)なかれ
　　　　　中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さた)むる
家 (か)宅 (たく)中 (ちう)央 (わう)の鑒 (かん)㝎 (てい)は宅 (たく)相 (さう)隨 (ずい)一 (いち)の要 (やう)務 (む)たり苟 (まことに)其 (その)真 (しん)所 (しよ)を究 (きはめ)むと
欲 (おもは)ば龍 (りやう)穴 (けつ)砂 (しや)水 (すい)の理 (り)を明 (あきらか)にすべし夫 (それ)水 (みづ)は龍 (りやう)の起 (おこ)る所 (ところ)に従 (したが)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]ひ砂 (しや)は穴 (けつ)の㝎 (さだ)まる所 (ところ)にて白 (はく)宝 (はう)海 (かい)に曰 (いはく)龍 (りやう)の起 (おこ)る所を知 (しらん)

と欲 (ほつせ)ばく先 (まづ)水 (みつ)のるを見 (み)るべし水乾 (けん)に近 (ちか)ければ是 (これ)を
巽 (そん)龍 (りやう)とすはは宫欠 (かけ)入 (いる)か如 (こと)きは水 (みづ)乾 (いぬい)に近 (ちがく)して是 (これ)を
巽 (そん)龍 (りゆう)の地 (ち)と云 (いふ)乃 (すなはち)巽 (そん)の四 (し)緑 (りよく)星 (せい)中 (ちう)にの位 (くらい)ゆへ坤 (ひづしさる)を白 (はく)生 (せい)氣 (き)
の宫 (ところ)とすに穴 (けつ)を搆 (かまゆる)ときは氣 (き)の宫 (ところ)とすに穴 (けつ)を搆 (かまゆる)とき
は生 (せい)氣 (き)を受 (うく)る宅 (たく)の備 (そなへ)なりとの儀 (ぎ)なり盖 (けだし)穴 (けつ)とは主 (しゆ)座 (ざ)宅 (たく)穴 (けつ)
のなり是 (これ)即 (すなはち)本 (ほん)宅 (たく)にして所 (しよ)餘 (よ)の衆 (たて)至 (もの)をて砂 (しや)とはしな
り又 (また)一 (いつ)說 (せつ)にの断 (たへ)續 (つヾき)に拘 (かは)らず惣 (さう)住居 (すまひ)の中 (ちう)央 (わう)をてとし
八 (はつ)方 (はう)を以 (もつ)て砂 (しや)とすといへり是 (これ)又 (また)立 (たち)家 (け)の欠 (かけ)張 (はり)を以 (もつ)て宅 (たく)の龍 (りう)
水 (すい)を起 (おこ)す砂 (しや)穴 (けつ)の㝎 (せう)格 (かく)たり又 (また)恊 (けう)紀 (き)辨 (へん)方 (はう)書 (しよ)に廳 (ちやう)を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)と
すといへるは即 (すなはち)尊 (たつとき)所 (ところ)にてむるのにして廳 (ちやう)は𫝆 (いま)いふ

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]政 (まつりごと)所 (ところ)なり訴 (そ)訟 (せう)を辨 (わきま)へ賞 (せう)罪 (ばつ)を糺 (たヾす)の所 (ところ)なれば𠰥 (もし)くは玄関或は
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]祭 (さい)𣞀 (だん)所 (しよ)務 (む)の所 (ところ)ともせん欤 (か)餘 (よ)は類 (るい)して知 (しる)べし宅主 (あるじ)の居 (い)间 (ま)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)とすといへる此 (この)尊 (そん)所 (しよ)の説 (せつ)に因 (よる)なれとも亦 (また)一 (いつ)説 (せつ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]に先 (まづ)居 (きよ)所 (しよ)を搆 (かまゆる)は地 (ち)の中 (ちう)位 (い)をて以 (もつ)て所 (しよ)に宅 (たく)を備 (そな)へ宅 (たく)の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]中 (ちう)位 (い)をて以 (もつ)て所 (しよ)に主 (い)室 (ま)をといへり是 (これ)所 (いは)謂 (ゆる)宅 (たく)の龍 (りう)水 (すい)
を起 (おこし)てて生 (せい)氕 (き)の吉 (きつ)所 (しよ)に主 (い)室 (ま)を置 (おく)ことにて此 (この)搆 (かまへ)の一 (ひと)棟 (むね)即 (すなはち)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]本 (ほん)宅 (たく)にして磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)此 (こゝ)に定 (さだ)まるなり所 (いわ)謂 (ゆる)宅主 (あるじ)の居 (い)间 (ま)を
中 (ちう)とすといへるのは是 (これ)畢 (ひつ)竟 (けう)家 (か)宅 (たく)を営 (いとなむ)の初 (はじめ)より惣 (さう)立 (たち)家 (け)の
中 (ちう)央 (わう)辺 (へん)に宅主 (あるじ)の居 (い)间 (ま)を備 (そなへ)置 (おく)の意 (い)を以 (もつ)て造作 (ふしん)すべしとの㝎 (ぜう)
論 (ろん)にして全 (まつた)く是 (これ)主 (い)室 (ま)に本 (ほん)宅 (たく)備 (そなはる)を以 (もつ)て (て)夲 (ほん)㫖 (しゆ)とするのたり

既 (すで)に是 (かく)のことく中 (ちう)央 (わう)の辨 (べん)諸 (しよ)説 (せつ)區 (まち)々 (〱)にして皆 (みな)一 (いち)理 (り)を具 (そなへ)たり
故 (ゆへ)に取 (しゆ)捨 (しや)一 (いつ)決 (けつ)し難 (かたき)に似 (に)たれども能 (よく)其 (その)委 (い)説 (せつ)細 (さい)論 (ろん)の奥 (おう)㫖 (しゆ)を沈 (ちん)
思 (し)し理 (り)の淵 (ゑん)源 (げん)を探 (さぐ)るときは宅主 (あるじ)の居 (い)间 (ま)を備 (そなへ)たる夲 (ほん)宅 (たく)に中 (ちう)
央 (わう)の位 (くらい)止 (とヾまる)こと明 (あきら)けく其 (その)正 (せう)說 (せつ)なる事 (こと)を知 (しる)るべし凡 (およそ)中 (ちう)央 (わう)は
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]方 (はう)位 (い)の樞 (すう)要 (やう)吉 (きつ)凶 (けう)判 (はん)断 (だん)のて起 (おこ)るなり𠰥 (もし)此 (これ)を誤 (あやまつ)ときは鑒 (かん)
考 (かう)悉 (こと〱く)齟 (そ)齬 (ご)してするすべて的 (てき)中 (ちう)する事 (こと)能 (あた)はず豈 (あに)其 (それ)忽 (ゆるかせ)に
すべけんや最 (もつと)も審 (しん)察 (さつ)すべきの務 (む)なり
　　　　　宅 (たく)舎 (しや)九 (きう)宫 (きう)の割 (わり)格 (かた)
凡 (すべ)て家 (か)宅 (たく)をするに宅 (たく)中 (ちう)に九 (きう)局 (きよく)を布 (しき)設 (まふ)けもつて九 (きう)宫 (〱)に
犯 (はい)す是 (これ)立 (たて)もの備 (そなへ)䓁 (とう)一 (いつ)切 (せつ)吉 (きつ)凶 (けう)を判 (わか)つなり其 (その)法 (はふ)屋 (おく)室 (しつ)四 (し)面 (めん)

の礎 (いしずえ)を界 (かきり)とし是 (これ)を九 (きう)宫 (〱)に分 (わか)ち其 (その)中 (ちう)局 (きよく)の界 (さかい)目 (め)より四 (よ)隅 (すみ)を斜 (すじかい)
にして八 (はつ)方 (はう)の領 (りやう)度 (ど)を求 (もと)む假令 (たとへ)は九 (く)間 (けん)四 (し)面 (めん)の立 (たて)物 (もの)のごとき
は中 (ちう)分 (ふん)即 (すなはち)間 (けん)四 (し)方 (はう)なり其 (その)四 (よ)隅 (すみ)を欠 (かけ)除 (のそ)けは左 (さ)の圖 (づ)のごとく
中 (なか)に八 (はつ)方 (はう)の局 (きよく)をなす是 (これ)即 (すなはち)九 (きう)宫 (〱)の領 (りやう)度 (ど)なり又 (また)次 (つき)下 (しも)に示 (しめ)すも
のは短 (みじか)ある立 (たち)家 (け)の中 (ちう)央 (わう)領 (りやう)を求 (もと)むる圖 (づ)にて求 (きう)法 (はふ)亦 (また)異 (こと)な
ることなし只 (たヾ)其 (その)短 (みじか)き方 (かた)を取 (とり)用 (もち)ひて定 (さだ)むるなり假令 (たとへ)は四 (し)
间 (けん)半 (はん)に八 (はち)间 (けん)の立 (たて)物 (もの)のごときは中 (ちう)分 (ぶん)即 (すなはち)一 (いつ)間 (けん)半 (はん)四 (し)方 (はう)なり是 (これ)を
八 (はつ)角 (かく)に直 (なお)して中 (ちう)央 (わう)領 (りやう)と定 (さだ)むる上 (かみ)の図 (づ)に示 (しめ)すがし



長 短 有立家中央領図
中 央 領 度 之 図










右 (みき)中 (ちう)央 (わう)の定 (ぢやう)格 (かく)に棟 (むね)備 (そなへ)と住居 (すまい)との二 (に)樣 (やう)あり其 (その)棟 (むね)備 (かまへ)を以 (もつ)て定 (さだむる)
ものは本 (ほん)宅 (たく)一 (ひと)棟 (むね)を界 (かぎり)とすは左 (さ)に著 (あらは)す初 (はじめ)の図 (づ)の如 (こと)し玄 (げん)
関 (くはん)店 (みせ)座 (ざ)䓁 (とう)すべて床 (ゆか)續 (つ〱き)廊 (ろう)下 (か)續 (つ〱き)の立 (たて)格 (かた)なれとも棟 (むね)備 (そなへ)を以 (もつ)
て定 (さだむる)もの故 (ゆへ)即 (すなはち)本 (ほん)宅 (たく)一 (ひと)棟 (むね)の中 (うち)にて中 (ちう)央 (わう)領 (りやう)を量 (はかり)定 (さだむる)なり
〇又 (また)住 (すまい)居を以 (もつ)て定 (さだむる)ものは惣 (さう)礎 (いしすへ)を界 (かきり)とすは次 (つき)の図 (づ)の如 (こと)
し格 (かた)三 (み)棟 (むね)に別 (わかれ)棟 (むね)毎 (こと)髙 (たか)低 (ひく)大 (だい)小 (せう)ありと雖 (いへど)も宅 (たく)中 (ちう)一 (ひと)連 (むれ)の住居 (すまい)
にての棟 (むね)を以 (もつ)て本 (ほん)宅 (たく)と決 (けつし)難 (かた)し是 (これ)棟 (むね)の小 (せう)髙 (たか)低 (ひく)に拘 (かゝはら)すを
以 (もつ)て定 (さだむる)もの故 (ゆへ)惣 (さう)礎 (いしずへ)を界 (かきり)として中 (ちう)央 (わう)領 (りやう)を量 (はか)り定 (さだむる)なり盖 (けだし)中 (ちう)央 (わう)
㝎 (ぜう)格 (かく)に此 (この)棟 (むね)備 (そなへ)と住居 (すまい)との分別 (わかち)を察 (きは)むることに亦 (また)習錬 (ならい)あ
り悤 (さう)卒 (そつ)にして愆 (あやまつ)ことなかれ

























欠 備 中 央 図
張 備 中 央 図










右 (みき)上 (かみ)の図 (づ)の如 (ごと)きは所 (いは)謂 (ゆる)戌 (いぬ)亥 (い)張 (はり)の家 (か)相 (さう)なり此 (この)北 (きた)の界 (さかい)戌 (いぬ)亥 (い)の
狹 (せま)く丑 (うし)寅 (とら)の间 (あいだ)はし此 (この)廣 (ひろ)き所 (ところ)の礎 (いしずへ)を界 (かきり)として中 (ちう)央 (わう)
を㝎 (さだ)むるなり〇下 (しも)の図 (づ)の如 (ごとき)は未 (ひつし)申 (さる)の欠 (かけ)備 (そなへ)といふ此 (この)南 (みなみ)の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]界 (さるは)未 (ひつじ)申 (さる)の狹 (せま)く己 (み)午 (むま)の间 (あいだ)廣 (ひろ)し故 (ゆへ)に此 (この)廣 (ひろ)きを取 (とり)て
むることすべて前 (せん)例 (れい)の如 (ごと)し
〇左 (さ)の図 (づ)の如 (こと)き南 (みなみ)の狹 (せま)く己 (み)と未 (ひつじ)申 (さる)の界 (さかい)廣 (ひろ)し是 (これ)を南 (みなみ)張 (ばり)
の家 (か)搆 (かう)と云 (いふ)〇又 (また)下 (しも)の図 (づ)は𫝕 (たつ)と未 (ひつじ)申 (さる)の狹 (せま)く午 (うま)の界 (さかい)廣 (ひろ)し
是 (これ)巽 (たつみ)坤 (ひつしさる)欠 (かけ)の宅 (たく)相 (さう)とす等 (ら)も廣 (ひろ)きを用 (もちい)て張 (はり)の位 (くらい)を定 (さだ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]むるなれは此 (この)兩 (りやう)図 (づ)とも其 (その)ひろき所 (ところ)の礎 (いしすへ)を界 (かきり)として中 (ちう)央 (わう)
を定 (さだ)むる亦 (また)例 (れい)して知 (しる)べし


欠 備 位 中 央
張 備 位 中 央










左 (さ)に著 (あらは)す四 (し)箇 (か)の図 (づ)は形勢 (かたち)出 (で)入 (いり)䓁 (とう)分 (ふん)にして欠 (かけ)張 (はり)の位 (くらい)㝎 (さだ)め
きものの例 (れい)を举 (あぐる)なり是 (こん)䓁 (ら)の如 (ことき)は図 (づ)中 (ちう)に示 (しめす)ごとく平 (へい)均 (きん)の理 (り)
を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)を定 (さだむ)べし尤 (もつとも)此 (この)類 (たぐい)の地 (ち)面 (めん)宅 (たく)舎 (しや)等 (とう)间 (ま〱)ても従 (じう)來 (らい)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]見 (み)及 (およ)ぶ所 (ところ)なり然 (しかる)に此 (この)類 (たぐい)は磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (どころ)不 (ふ)分 (ぶん)明 (めい)なれは各 (おの)〃 (〱)私 (し)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]意 (い)を以 (もつ)て定 (さだ)むる故 (ゆへ)動 (や〱もすれ)ば張 (はり)の理 (り)を失 (しつ)して断 (だん)ずる所 (ところ)の吉 (きつ)凶 (けう)
暗 (あん)に齬 (ご)す累 (とし)年 (ころ)此 (かく)の如 (ごとき)の宅 (たく)相 (さう)にはこの平 (へい)均 (きん)法 (はふ)を以 (もつ)て磁 (じ)
石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)を定 (さだめ)て察 (さつ)し其 (その)指 (さし)揮 (づ)を施 (ほどこす)に的 (てき)當 (たう)せざるはなしす
べて形 (げう)にて宅 (たく)を立 (たて)営 (いとな)むときは欠 (かけ)張 (はり)の備 (そなへ)種 (いろ)々 (〱)に異 (かはる)も
のなれども此 (この)平 (へい)均 (きん)法 (はふ)の理 (り)を以 (もつ)て推 (おし)定 (さだむる)ときは猶 (なほ)斜 (しや)田 (てん)を量 (はかる)に
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]真 (ま)矩 (うね)をするく方 (はう)道 (だう)自 (おのずか)ら其 (その)正 (たヽしき)を得 (う)べし


[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]欠 張 平 均 図
欠 備 二 所 平 均 図











張 備 平 均 図











左 (さ)の図 (づ)の如 (ごと)き軒 (のき)下 (した)椽 (ゑん)廊 (らう)下 (か)の類 (たぐい)はすべて礎 (そ)外 (ぐはい)の設 (まふけ)なるゆへ
是 (これ)を除 (のぞき)て石 (しやく)を立 (たつ)こと勿 (もち)論 (ろん)の理 (り)なり〇下 (しも)の図 (づ)の如 (こと)く軒 (のき)
下 (した)を住居 (すまい)の中 (うち)へ込 (こみ)てを布 (しき)置 (おく)備 (そなへ)间 (まヽ)有 (ある)は聊 (いさヽか)るやうなれ
ども亦 (また)同 (おな)し理 (り)にて磁 (じ)石 (しやく)を㝎 (さだ)むるへは入 (いれ)難 (かた)しとべし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]此 (これ)固 (もと)より住 (ちう)地 (ち)にあらず往 (わう)来 (らい)の塲 (ば)所 (しよ)なればなり尤 (もつとも)住 (ぢう)地 (ち)中 (ちう)な
ればす軒 (のき)下 (した)䓁 (とう)の論 (ろん)にあらず聊 (いさヽか)の廂 (ひさし)作 (つく)りにても下 (け)家 (や)立 (たて)の格 (かく)
に准 (じゆん)じ磁 (じ)石 (しやく)を以 (もつ)て方 (はう)道 (だう)をべきなりして相 (さう)は椽 (ゑん)廊 (らう)下 (か)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]は格 (かく)別 (べつ)疂 (たヽみ)のある所 (ところ)は凡 (すべ)て住居 (すまい)の中 (うち)として磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)を
定 (さだ)むるなりと知 (しる)べし家 (か)宅 (たく)の備 (そなへ)種 (いろ)々 (〱)多 (おう)し次 (つぎ)々 (〱)棟 (むね)搆 (かまへ)の図 (づ)
𠰥 (そこ)干 (ばく)をて説 (せつ)を辨 (べん)するなり























右図の如は住居 (すまひ)一 (ひと)連 (つヽき)なれども棟 (むね)を別 (わかつ)ゆへ乃 (すなはち)閨 (ところ)搆 (かま)へある
所 (ところ)の一 (ひと)棟 (むね)を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)を量 (はか)る是 (これ)所 (いは)謂 (ゆる)棟 (むね)備 (そなへ)を以 (もつ)て㝎 (さたむる)ものなり
〇左 (さ)の初 (はじめ)の図 (づ)の如 (ことき)は一 (ひと)棟 (むね)續 (つゞき)の搆 (かまへ)なれとも住居 (すまい)と勝 (かつ)手 (て)との
礎 (いしすへ)手 (て)違 (ちかい)深 (ふかく)して全 (まつた)く一 (ひと)搆 (かまへ)とはなし難 (かた)し唯 (たゞ)聊 (いさゝか)棟 (むね)續 (つヾき)といふ迄 (まで)に
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]て別 (べつ)棟 (むね)續 (つヾき)のなれはてを以 (もつ)て論 (ろん)ずべからず住居 (すまい)の所 (ところ)
をて中 (ちう)央 (わう)をべし是 (これ)當 (たう)然 (ぜん)の理 (り)なり
〇同 (おなし)くの図 (づ)の如 (ごとき)は右 (みぎ)に似 (に)て甚 (はなはだ)異 (こと)なり住居 (すまい)と勝 (かつ)手 (て)との礎 (いしづへ)
手 (て)違 (ちかい)いしても一 (ひと)連 (つヾき)ゆへ立 (たち)家 (け)の中 (ちう)央 (わう)を以 (もつ)て磁 (じ)石 (しやく)を立 (たつ)る
其 (その)理 (り)疑 (ぎ)論 (ろん)なし是 (これ)亦 (また)住居 (すまい)を以 (もつ)て㝎 (さだ)むるものなり




































右 (みぎ)に図 (づ)するの違 (ちかい)の下 (げ)家 (や)なり是 (これ)は住居 (すまい)一 (ひと)連 (つヽき)なるゆへ惣礎
を界 (かぎり)として中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだむ)と知 (しる)べして下 (げ)家 (や)の立 (たて)物 (もの)は流 (ながれ)續 (つヾき)にて
も又 (また)流 (ながれ)違 (ちかい)にても理 (り)大 (たい)概 (かい)相 (あい)同 (おな)し是 (これ)住居 (すまい)を以 (もつ)て㝎 (さだ)むるな
り𠰥 (もし)棟 (むね)備 (そなへ)を以 (もつ)て論 (ろん)するものは下 (け)家 (や)はざるなり
〇左 (さ)の図 (づ)の如 (ごとき)は前 (せん)図 (づ)の赴 (おもむき)に似 (に)たる流 (なかれ)續 (つヾき)の下 (け)家 (や)なれども是 (これ)
は此 (この)下 (げ)家 (や)の所 (ところ)物 (もの)置 (おき)塲 (ば)となりし故 (ゆへ)類 (るい)していはゞ外 (ぐはい)の意 (い)に
して彼 (かの)軒 (のき)下 (した)椽 (ゑん)廊 (らう)下 (か)に等 (ひとし)く央 (わう)を㝎 (さだ)むるへは入 (いれ)難 (かたし)とす是
を此 (この)下 (げ)家 (や)の添 (そへ)立 (たて)を除 (のそ)きて磁 (じ)石 (しやく)を立 (たつ)る是 (これ)然 (せん)の理 (り)なり𠰥 (もし)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]此 (この)下 (げ)家 (や)立 (たて)の所 (ところ)灶 (かまど)室 (や)なりとも凡 (すべ)て住居 (いまい)の中 (うち)なれば亦 (また)軒 (のき)下 (した)䓁 (とう)
と同 (どう)論 (ろん)にあらず正 (まさし)く石 (しやく)の中 (うち)にべきなり
























右 (みき)図 (づ)の如 (ごと)きは前 (せん)図 (づ)の立 (たて)格 (かた)と粗 (ほヾ)同 (おなし)きに似 (に)たれとも棟 (むね)備 (そなへ)大 (おふい)に
異 (ちかふ)なり前 (ぜん)図 (ず)は下 (げ)家 (や)添 (そへ)棟 (むね)なり畢 (ひつ)竟 (けう)物 (もの)置 (おき)塲 (ば)にて住居 (すまい)にあらざ
る故 (ゆへ)下 (げ)家 (や)を捨 (すて)て中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだ)む図 (づ)の如 (ごとき)は正 (まさ)しく棟 (むね)を分 (わかち)たる
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]もの故 (ゆへ)寐 (ね)閨 (ところ)搆 (かまへ)ある所 (ところ)の一 (ひと)棟 (むね)を界 (かぎり)として磁 (じ)石 (しやく)の立 (たて)所 (ところ)を量 (はかる)な
り其 (その)る所謂 (ゆへん)得 (ゑ)て知 (しる)べし是 (これ)即 (すなはち)棟 (むね)備 (そなへ)をて㝎 (さだむる)ものなり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]〇左 (さ)の図 (づ)の如 (ごとき)は添 (そへ)棟 (むね)の所 (ところ)即 (すなはち)勝 (かつ)手 (て)りにてて庭 (には)なり又 (また)別 (べつ)
棟 (むね)の所 (ところ)は座 (ざ)敷 (しき)茶 (ちや)室 (のま)䓁 (とう)の搆 (かまへ)所 (ところ)なりて二 (ふた)棟 (むね)を除 (のそき)寐 (ね)備 (そなへ)あ
る所 (ところ)の一 (ひと)棟 (むね)を界 (かきり)として中 (ちう)央 (わう)を定 (さた)む棟 (むね)備 (そなへ)を以 (もつ)て論 (ろん)ずるも
のなり𠰥 (もし)此 (この)図 (づ)床 (ゆか)敷 (しき)と勝 (かつ)手 (て)との備 (そなへ)格 (かた)により住居 (すまい)を以 (もつ)て㝎 (さだ)む
るときは惣 (さう)礎 (いしすへ)を界 (かぎり)として磁 (じ)石 (しやく)の立 (たて)所 (ところ)を量 (はかる)もあるなり












左 (さ)の初 (はしめ)の図 (づ)の如 (ことき)は棟 (むね)藁 (わら)葺 (ふき)にして軒 (のき)瓦 (かはら)の立 (たて)ものなり是 (これ)の如 (ことき)
は市 (し)中 (ちう)の軒 (のき)下 (した)と同 (とう)論 (ろん)にあらず棟 (むね)軒とも住地の中ゆへ物 (もの)惣 (さう)
礎 (いしずへ)を界 (かきり)として中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだ)むるなり凡 (およそ)下 (げ)家 (や)軒 (のき)下 (した)の所 (ところ)住 (ぢう)地 (ち)中 (ちう)に
して住居 (すまい)の中 (うち)とすれば中 (ちう)央 (わう)を量 (はか)る中 (うち)へ入 (いるし)こと勿 (もち)論 (ろん)理 (り)とす
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]盖 (けたし)椽 (ゑん)廊 (らう)下 (か)等 (とう)は固 (もと)より礎 (いしすへの)外 (そと)なるゆへ来 (らい)の塲 (ば)所 (しよ)はいふに及
ばす住 (ぢう)地 (ち)中 (ちう)にて棟 (むね)下 (した)下 (げ)家 (や)下 (した)になりともて央 (わう)を㝎 (さた)
むるなりと知 (しる)べし
〇同 (おなしく)次 (つぎ)の図 (づ)は一 (いつ)方 (はう)軒 (のき)續 (つゝき)にて棟 (むね)に髙 (たか)低 (ひく)ある藁 (わら)屋 (や)なり尤 (もつとも)此 (この)建 (たて)
格 (かた)は瓦 (かはら)葺 (ぶき)にも间 (ま〱)あり何 (いづれ)にても此 (かく)の如 (ことき)は住居 (すまい)勝 (かつ)手 (て)に拘 (かヽは)らす
一 (ひと)棟 (むね)の論 (ろん)を以 (もつて)て惣 (さう)礎 (いしずへ)を界 (かぎり)として中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだむ)べきなり























左 (さ)の初 (はしめ)の図 (づ)土 (ど)藏 (さう)の搆 (かまへ)なきときは本 (ほん)宅 (たく)一 (ひと)棟 (むね)の中 (ちう)央 (わう)をもつて
磁 (じ)石 (しやく)を㝎 (さだ)むる別 (べつ)に論 (ろん)説 (せつ)なし𫝆 (いま)此 (この)図 (つ)の如 (ことき)は土 (ど)藏 (さう)の搆 (かま)へあ
る丈 (たけ)本 (ほん)宅 (たく)の立 (たて)物 (もの)を欠 (かけ)失 (うしなふ)の理 (り)ある故 (ゆへ)中 (ちう)央 (わう)轉 (てん)動 (とう)する事 (こと)を知 (しる)べ
し余 (よ)曽 (かつ)ての如 (ごと)き立 (たて)格 (かた)にて乾宫 (いぬい)に土 (く)藏 (ら)を備 (そなへ)たる家 (いへ)の一 (いつ)举 (きよ)
を以て土 (ど)蔵 (ざう)は假令 (たとへ)立 (たち)家 (け)の中 (うち)へ取 (とり)込 (こみ)有 (ある)とも住居 (すまい)の中 (うち)へ入 (いれ)難 (かた)
き理 (り)あることを察 (さつ)知 (ち)せり
〇同 (おなしく)次 (つぎ)の図 (づ)の如 (ごとき)は前 (せん)の図 (づ)説 (せつ)と相 (あい)反 (はん)す井 (いと)灶 (かまど)座 (さ)敷 (しき)䓁 (とう)の搆 (かま)へは
普 (つ)通 (ね)の立 (たち)家 (け)なれとも是 (これ)をてさるは土 (ど)藏 (ざう)の中 (うち)に寐 (ね)閨 (ところ)の
備 (そなへ)ある故 (ゆへ)なれはなり此 (かく)のごときは此 (この)一 (ひと)棟 (むね)の礎 (いしすへ)を界 (かぎり)として
中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだ)む是 (これ)然 (ぜん)の理 (り)なりと知 (しる)べし



































右 (みき)図 (づ)の如 (こ（と）)きは大 (お)棟 (も)家 (や)座 (ざ)敷 (しき)䓁 (とう)の建 (たて)物 (もの)巍 (ぎ)然 (ぜん)として大 (たい)造 (さう)に且 (かつ)此 (この)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]大 (お)棟 (もや)家の中 (うち)に灶 (かまど)座 (ざ)飲 (のみ)食 (くひ)の塲 (ば)所 (しよ)等 (とう)搆 (かま)ありと雖 (いへとも)も𫝆 (いま)此 (こヽ)に中 (ちう)央 (わう)
を定 (さだめ)ずして彼 (かの)大 (お)棟 (も)家 (や)より悠 (はるか)に廊 (らう)下 (か)を傳 (つた)ひはなれ座 (ざ)敷 (しき)に等 (ひとし)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]き別 (べつ)間 (ま)をするものは此 (こゝ)に宅主 (あるじ)の居 (い)间 (ま)寐 (ね)所 (ところ)を備 (そなへ)たる故 (ゆへ)な
りとべし此 (この)別 (べつ)棟 (むね)小 (こ)建 (たて)物 (もの)の礎 (いしすへ)を界 (かきり)として中 (ちう)央 (わう)を定 (さだ)むる
なりく圖 (づ)を閱 (み)て察 (さつす)べし
〇左 (さ)の初 (はしめ)の圖 (づ)のごとき大 (たい)家 (か)に至 (いたつて)は自 (し)然 (ぜん)にして本 (ほん)宅 (たく)とする
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]所 (ところ)備 (そなへ)り是 (これ)只 (たゝ)偏 (ひとへ)に大 (お)家 (もや)を以 (もつ)て眼 (め)目 (あて)と定 (さだ)むるものにして猶 (なほ)家 (か)
宅 (たく)の大 (たい)小をて山 (やま)の低 (ひく)に比 (ひ)していふが如 (こと)し夫 (それ)山 (さん)岳 (ろく)は髙 (かう)
嶺 (れい)を以 (もつ)て本 (ほん)龍 (りやう)とし山 (〱)の主 (つかさ)とす舎 (しや)は大 (おも)家 (や)をもつて本 (ほん)

宅 (たく)と称 (せう)し衆 (いへ)室 (〱)の主 (つかさ)とすといへるに因 (よる)のみ盖 (けたし)此 (この)説 (せつ)の如 (ごと)きは
て閨 (ところ)居 (い)间 (ま)の搆 (かまへ)所 (ところ)又 (また)住居 (すまい)勝手の備 (そなへ)格 (かた)にも拘はらす只 (たゞ)一 (いち)
途 (づ)に彼 (かの)おもやをめあてとして磁 (じ)石 (しやく)の立 (たて)所 (ところ)と㝎 (さだ)むるなり然 (しかれ)
とも役 (やく)宅 (たく)抔 (なと)にて此 (かく)のごとき立 (たて)格 (かた)は亦 (また)決 (けつし)て中 (ちう)央 (わう)の㝎 (ぜう)格 (かた)
にす必 (かなら)す里其 (その)理 (り)次 (つぎ)の図 (づ)を見 (み)て審 (しん)察 (さつ)すべし座 (ざ)敷 (しき)臺 (だい)所 (ところ)䓁 (とう)
の棟 (むね)最 (もつと)も大 (たい)造 (さう)なりと雖 (いへど)も是 (これ)を取 (とら)ざるものはすべて立 (たち)家 (け)の
大 (だい)小 (せう)棟 (むね)の髙 (たか)低 (ひく)に拘 (かゝ)はらず唯 (たゞ)専 (もつは)ら宅主 (あるじ)の居 (い)间 (ま)を以 (もつ)て磁 (じ)石 (しやく)の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]居 (い)所 (ところ)と㝎 (さだ)むるなり盖 (けだし)中 (ちう)央 (わう)の定 (ぜう)格 (かく)此 (この)二 (に)理 (り)の淺 (あさき)深 (ふかき)取 (とり)捨 (すて)の辨 (べん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]用 (やう)は乃 (すなはち)巻 (くはん)末 (まつ)に著 (あらは)す中 (ちう)央 (わう)二 (に)ヵ (か)所 (しよ)を立 (たつ)る説 (せつ)ありく所 (ところ)に
て察 (さつ)すべし























左 (さ)の二 (に)箇 (か)の図 (づ)は次 (つぎ)に著 (あらは)す丘 (やま)坂 (さか)峪 (かけ)造 (つくり)の立 (たち)家 (け)に中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さた)むる
図 (づ)と其 (その)形 (かたち)粗 (ほヾ)似 (に)たりし而 (の)己 (み)此 (これ)は平 (ひら)地 (ち)にして常 (つね)の階 (かい)の建 (たて)
ものなり但 (たヾ)し初 (はじめ)の図 (づ)の如 (ごとき)は隣 (りん)家 (か)の二 (に)階 (かい)を取 (とり)込 (こ)み大 (おほい)に廣 (ひろ)く
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]搆 (かま)へ下 (した)往居 (すまい)はてくに庭 (には)臺 (たい)所 (ところ)䓁 (とう)勝 (かつ)手 (て)廻 (まは)り耳 (のみ)なれども
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]此 (こヽ)に寐 (ね)所 (ところ)を兼 (かね)るゆへ住居 (すまい)を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだ)む〇次 (つぎ)の図 (づ)
の如 (ことき)は階 (かい)に狹小 (すこし)の粧 (けせう)室 (べや)を搆 (かまゆる)と灶 (かまど)の煙 (けむり)出 (だ)しを棟 (むね)まで通 (とふ)す
耳 (のみ)表 (おもて)二 (に)階 (かい)はらすて隣家 (となり)のとすと下 (した)住居 (すまい)はて
居 (い)宅 (たく)ゆへに磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (どころ)を㝎 (さた)むるなり此 (この)二 (に)條 (でう)は凡 (すべ)て一 (ひと)棟 (むね)
の中 (うち)にて二 (に)階 (かい)と下 (した)住居 (すまい)と各 (おの)々 (〱)別 (べつ)人 (じん)住 (すみ)なして磁 (ぢ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)分 (ふん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]別 (べつ)し難 (かたき)を解 (とき)暁 (さと)さんが為に設 (まふ)くる所 (ところ)なり地 (ち)面 (めん)山 (やま)添 (そえ)杯 (なと)にて髙 (たか)


二 階 他 家 持 之 図











二 階 取 込 有 之 圖











[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]低 (ひく)ある所 (ところ)は建 (たて)物 (もの)一 (ひと)純 (とふり)ならす住居 (すまい)段 (たん)搆 (かまへ)となりて央 (わう)紛 (まきらは)しき
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]もの往 (いろ)々 (〱)あり予 (よ)𠰥 (しやく)冠 (くはん)の頃 (ころ)所 (しよ)々 (〱)遊 (ゆう)歴 (れき)して家 (か)宅 (たく)を相 (さう)せしに
岳 (さか)岸 (きし)坡 (つヽみ)に添 (さう)てる家 (いへ)浪蕐 (なには)近 (きん)國 (こく)にては和 (わ)州 (しう)吉 (よし)野 (の)摂 (せつ)州 (しう)有 (あり)馬 (ま)
等 (とう)の地 (ち)にし地 (ち)繁 (はん)昌 (しやう)稍 (やヽ)都會 (みやこ)にも比 (ひ)すべく商 (せう)家 (か)軒 (のき)を並 (なら)へ
旅 (りよ)人 (しん)糧 (かて)を𫟚 (つヽま)ずとも路 (みち)は谿 (けい)を遶 (めくつ)て来 (らい)安 (やす)からず宅 (たく)舎 (しや)は
澗 (かん)壑 (がく)に傍 (そはたち)てならず表 (ひやう)𫟚 (り)髙 (かう)低 (てい)頗 (すこふる)る異 (こと)なり𫝆 (いま)其 (その)二 (に)三 (さん)をて
以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)をことをのとすの図 (づ)奥 (おく)の一 (ひと)髙 (たか)く別 (べつ)
の如 (ことき)ゆへ室 (や)に續 (つヽき)たる搆 (かまへ)の中 (うち)をて磁 (じ)石 (しやく)の所 (ところ)とすべき
理 (り)に似 (に)たれども然 (しから)す寐 (ね)奥 (おく)の一 (ひと)棟 (むね)中 (ちう)に搆 (かまへ)ある故 (ゆへ)其 (その)礎 (いしすへ)を界 (かきり)
として中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだ)む必 (ひつ)然 (せん)の理 (り)なり























[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]右 (みぎ)図 (づ)の如 (ことき)は立 (たて)格 (かた)三 (さん)段 (だん)に搆 (かま)たれとも此 (この)三 (さん)階 (かい)の所 (ところ)すべて𫟚 (うら)に
ては立 (たて)物 (もの)となりて廽 (まい)り閨 (ところ)等 (とう)皆 (みな)此 (この)中 (うち)に備 (そなへ)たり故 (ゆへ)に
二 (に)階 (かい)下 (した)座 (さ)敷 (しき)等 (とう)に拘 (かゝ)はらす惣 (さう)住居 (すまい)三 (さん)階 (かい)の中 (ちう)央 (わう)を以 (もつ)て磁 (じ)石 (しやく)の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]居 (すへ)所 (どころ)と定 (さだ)むるなり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]〇左 (さ)の初 (はしめ)の図 (づ)の如 (ことき)は住居 (すまい)一 (ひと)連 (つヽき)なれども表 (おもて)立 (たて)物 (もの)の中 (うち)に寐 (ね)所 (ところ)
備 (そなへ)あるゆへ一 (ひと)棟 (むね)を界 (かぎり)として中 (ちう)央 (わう)を立 (たつ)る棟 (むね)備 (そなへ)をもつみ
㝎 (さだ)むるものなり
〇同 (おなし)くの図 (ず)の如 (ごとき)は表 (おもて)流 (なかれ)片 (かた)おろしにて添 (そへ)立 (たて)に似 (に)たれども
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]大 (おふ)棟 (むね)の所 (ところ)即 (すなはち)座 (ざ)敷 (しき)耳 (のみ)にて下 (した)の一 (ひと)搆 (かまへ)に住 (すまい)居寐 (ね)所 (ところ)の備 (そなへ)ある故 (ゆへ)此 (こゝ)
に中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さた)む決 (けつ)然 (ぜん)の理 (り)なり
























[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]左 (さ)に著 (あらは)す五 (こ)箇 (か)の図 (づ)に属 (ぞく)せしものは凡 (すべ)て中 (ちう)央 (わう)を二 (に)箇 (か)所 (しよ)に立 (たて)
て方 (はう)位 (い)を考 (かんがへ)其 (その)吉 (きつ)凶 (けう)を㝎 (さた)む可なり茲 (こゝ)に中 (ちう)央 (わう)とは対 (たい)極 (きょく)座 (さ)をい
ふなり天 (てん)地 (ち)未 (わかれ)判 (さる)の始 (はしめ)空 (くう)朦 (もう)としていまだ象 (かたど)るべきものなし
是 (これ)を太 (たい)極 (きよく)と云 (いふ)既 (すで)に隂 (いん)陽 (やう)昇 (しやう)降 (かう)して天 (てん)開 (ひらけ)地 (ち)㝎 (さだ)まる是 (これ)を𫔭 (かい)闢 (びやく)と
いふ地 (ち)は是 (これ)宇 (おふ)宙 (そら)の中央なれば唯 (たヾ)太 (たい)極 (きょく)座 (ざ)と為 (おける)而 (の)己 (み)尤 (もつとも)東 (とう)家 (か)の
西 (にし)は西 (さい)家 (か)の東 (ひかし)とす球 (きう)環 (たまき)の端 (はし)なきがことく方 (はう)位 (い)原 (もと)より㝎 (さため)
なけれは央 (わう)亦 (また)備 (そなは)りなきを知 (しる)べし謂 (ゆる)太 (たい)極 (きよく)無 (む)極 (きよく)なるもの
なり只 (たヾ)暗 (あん)に一 (いつ)点 (てん)を施 (ほとこせ)は忽 (こつ)然 (ぜん)として中 (ちう)央 (わう)立 (たつ)是 (これ)天 (てん)地 (ち)𫔭 (かい)闢 (びやく)に比 (ひ)
す凡 (ぼん)物 (もつ)の中 (うち)は万 (はん)物 (ぶつ)みな自 (おのづか)ら備 (そなは)る宅 (たく)相 (さう)𠰥 (もし)其 (その)理 (り)を重 (かさぬる)ものは中 (ちう)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]央 (わう)二 (に)ヵ (か)所 (しよ)に立 (たつ)其 (その)理 (り)最 (もつ（と）)もしを以 (もつて)審 (しん)察 (さつ)すべし


























































右 (みき)終 (おはり)二 (に)図 (づ)の中 (うち)次 (つぎ)の図 (つ)の如 (ことき)は留 (る)守 (す)居 (い)の住 (ちう)居 (きよ)別 (へつ)にては
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]玄 (げん)関 (くはん)大 (おも)屋 (や)と一 (ひと)連 (つヽき)なれは中 (ちう)央 (わう)二 (に)ヵ (か)所 (しよ)に備 (そなはる)の理 (り)あり尤 (もつ)とも大 (お)
屋 (もや)は惣 (さう)宅 (たく)の主 (しゆ)座 (ざ)たり亦 (また)畄 (る)守 (す)居 (い)の居 (い)间 (ま)は住 (ちう)人 (にん)の主 (しゆ)座 (ざ)とす
て此 (この)所 (しよ)に中 (ちう)央 (わう)備 (そな)はる事 (こと)自 (おのづか)ら明 (あき)白 (らか)なり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]〇同 (おなし)くの図 (づ)の如 (ことき)も亦 (また)中 (ちう)央 (わう)二 (に)ヵ所 (しよ)に備 (そな)はる理 (り)あり然 (しかれ)ども
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]前 (せん)説 (せつ)とは少 (すこ)し異 (ちがふ)なり先 (まづ)御 (こ)殿 (てん)䓁 (とう)の一 (ひと)搆 (かまへ)は無 (む)住 (ちう)空 (くう)居 (きよ)の所 (ところ)ゆへ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]方 (はう)位 (い)の基 (もと)塲 (ば)とする事 (こと)甚 (はなは)だ當 (あたり)難 (かた)し只 (たヾ)惣 (さう)地 (ち)面 (めん)の正 (せう)中 (ちう)央 (わう)を以 (もつ)て
磁 (じ)石 (しやく)を㝎 (さだむ)べし是 (これ)然 (せん)の理 (り)なり而 (しかふ)して此 (この)惣 (さう)地 (ち)靣 (めん)と畄 (る)守 (すい)居の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]宅 (たく)と二 (に)ヵ (か)所 (しよ)に中 (ちう)央 (わう)を立 (たつ)ること猶 (なほ)図 (づ)中 (ちう)に示 (しめす)かし
因 (ちなみ)に記 (しるす)住 (ちう)人 (にん)の中 (ちう)央 (わう)に拘 (か〱はる)は歳 (さい)破 (は)月 (げつ)破 (は)年 (とし)月 (つき)暗 (あん)劍 (けん)殺 (さつ)五 (ご)黄 (わう)殺 (さつ)本 (ほん)

命 (めい)方 (はう)的 (てき)殺 (さつ)方 (はう)等 (とう)なりてべし大 (おも)屋 (や)或 (あるい)は地 (ち)靣 (めん)の中 (ちう)央 (わう)に
拘 (かゝ)はるは人 (にん)命 (めい)に因 (よら)さる大 (たい)殺 (さつ)を忌 (いむ)のみ彼 (かの)歳 (さい)破 (は)月 (けつ)破 (は)年 (どし)月 (つき)暗 (あん)
劍 (けん)殺 (さつ)五 (ご)黄 (わう)殺 (さつ)䓁 (とう)是 (これ)なり
〇此 (この)例 (れい)を以 (もつ)て各 (おの〱)推 (すい)考 (かう)すべし右 (みぎ)初 (はしめ)三 (さん)図 (づ)のごとき別 (しも)荘 (やしき)拘 (かけ)屋 (やし)
敷 (き)䓁 (とう)も其 (その)理 (り)相 (あい)同 (おなし)くは惣 (さう)地 (ち)面 (めん)か又 (また)は惣 (さう)立 (たち)家 (け)をて央 (わう)
を㝎 (さだ)め石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)として人 (にん)命 (めい)に因 (よら)ざる殺 (さつ)方 (はう)耳 (のみ)を忌 (い)み
持 (もち)主 (ぬし)たる本 (ほん)家 (け)又 (また)別 (しも)莊 (やしき)守 (もり)の宅 (たく)よりは各 (おの〱)本 (ほん)命 (めい)的 (てき)殺 (さつ)法 (はう)および
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]人 (うん)命 (めい)に因 (よら)さる所 (ところ)の大 (たい)殺 (さつ)方 (はう)をも忌 (いむ)べし支 (し)配 (はい)持 (もち)にせし出 (で)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]店 (みせ)抔 (など)もしにて中 (ちう)央 (わう)兩 (りやう)所 (しよ)に立 (たて)本 (ほん)家 (け)の中 (ちう)央 (わう)よりは人 (にん)命 (めい)
にさる大 (たい)殺 (さつ)方 (はう)を忌 (いむ)のみ支 (し)配 (はい)人 (にん)宅 (たく)よりは人 (にん)命 (めい)に拘 (かヽ)はる
も拘 (かヽはら)ざるもての大 (たい)方 (はう)を忌 (いむ)べきなり以 (もつ)て凶 (けう)方 (はう)禁 (いみ)格 (かた)は
畄 (る)守 (す)居 (い)持 (もち)屋 (や)敷 (しき)としなることを知 (しる)べし
中 (ちう)央 (わう)の㝎 (せう)格 (かく)に神 (しん)殿 (てん)佛 (ふつ)閣 (かく)は本 (ほん)社 (しや)本 (ほん)堂 (どう)を以 (もつ)てすといへるは俗 (そく)家 (か)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]の玄 (けん)関 (くはん)大 (おも)屋 (や)を以 (もつ)て主 (しゆ)とするものと同 (おなし)くに尊 (そん)所 (しよ)を取 (とる)の法 (はう)
にして彼 (かの)廳 (まつりこととの)を以て中 (ちう)と為 (す)といへるの格 (かく)なれは是 (これ)𫝆 (いま)の所 (しよ)用 (やう)
にあらす夫 (それ)吉 (きつ)凶 (けう)はて者 (しや)の関 (あづか)る所 (ところ)ゆへの図 (づ)の如 (ごと)く寺 (じ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]社 (しや)等 (とう)は必 (かなら)ず院 (いん)主 (しゆ)社 (しや)務 (む)の居 (い)间 (ま)寐 (ね)闺 (ところ)ある所 (ところ)の一 (ひと)棟 (むね)を界 (かぎり)として
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだむ)べきなり但 (たヾ)し此 (この)図 (づ)亦 (また)中 (ちう)央 (わう)を二 (に)ヶ (か)所 (しよ)に立 (たて)八 (はつ)方 (はう)の吉 (きつ)
凶 (けう)をこと前 (せん)例 (れい)をてべし堂 (だう)社 (しや)は地 (ぢ)面 (めん)の中 (ちう)央 (わう)に備 (そなふ)
へくん尊 (そん)所 (しよ)を以 (もつ)て中 (ちう)と為 (す)といへるのに合 (かなへ)里























夫 (それ)中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだむる)ことは既 (すで)に右 (みぎ)に述 (のぶる)がごとく彼 (かれ)是 (これ)異 (い)說 (せつ)ありと雖 (いへど)
も皆 (みな)以 (もつ)て従 (したが)ふべからす只 (たヾ)寐 (ね)闺 (ところ)備 (そなへ)ある一 (ひと)搆 (かまへ)を以 (もつ)て㝎 (さだ)むるも
の獨 (ひと)り位 (い)にて凶 (けう)凡 (すべ)て差 (あや)失 (まり)あることなし故 (ゆへ)に今 (いま)其 (その)経 (けい)
驗 (げん)二 (に)三 (さん)箇 (か)を録 (しる)し以 (もつ)て好 (こう)友 (ゆう)の便 (べん)覧 (らん)にふ
一 (いち)日 (じつ)出 (いて)て交 (かう)友 (ゆう)をふに其 (その)家 (いへ)暗 (あん)殺 (さつ)の方 (かた)にて大 (おふ)作 (さく)をせ
り予 (よ)驚 (おとろき)て其 (その)祟 (たヽり)災あらん事 (こと)を示 (しめ)す主 (しゆ)人 (じん)の曰 (いはく)否 (いな)先 (せん)年 (ねん)貴 (き)師 (し)の指 (さし)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]揮 (づ)にて西 (にし)のへ立 (たて)せし中 (ちう)央 (わう)変 (かは)里ての造 (ざう)作 (さく)恐 (おそ)らく
凶 (けう)方 (はう)にはらじとゆとか曰 (いはく)立 (たて)添 (そへ)にて中 (ちう)央 (わう)の變 (かはる)といふ
は彼 (かの)龍 (りう)水 (すい)法 (はふ)に用 (もち)ゆる石 (しやく)の立 (たて)格 (かた)にして今 (いま)の用 (やう)にはあらず
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]と屢 (しば〱)方 (はう)鑒 (かん)の例 (れい)をし年 (ころ)自 (みづ)から鑒 (かん)考 (かう)する所 (ところ)の應 (おう)驗 (げん)を語 (かたつ)

て懇 (ねんころ)に論 (ゆ)すとも主 (しゆ)人 (しん)偏 (へん)固 (くつ)にして用 (もちい)ざれは是 (ぜ)非 (ひ)なくし
て止 (やみ)ぬに後 (のち)果 (はた)して彼 (かの)暗 (あん)劍 (けん)殺 (さつ)の祟 (たヽ)害 (り)に罹 (かゝれ)り即 (すなはち)左にする
如 (ごと)く央 (わう)変 (へん)轉 (てん)すべきのなきを知 (しる)べし
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]因 (ちなみ)に記 (しるす)此 (この)とき中 (ちう)央 (わう)變 (かはり)しといへる所 (ところ)の西 (にし)の方 (かた)への立 (たて)添 (そへ)は
元 (くはん)来 (らい)戌 (いぬ)亥 (い)張 (はり)の搆 (かまへ)ゆへ石 (しやく)の中 (うち)へは入 (いり)難 (かだき)を悟 (さと)らずして唯 (たヾ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]其 (その)立 (たて)添 (そへ)餘 (あま)りゆへを以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)西 (にし)へ寄 (よりし)とのみ思 (おもひ)誤 (あやまり)しもの
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]ならん𠰥 (もし)此 (この)中 (ちう)央 (わう)西 (にし)へ變 (かは)りたるなれは𫝆 (いま)の造 (ざう)作凶 (けう)方 (はう)を除 (よける)
と雖 (いへど)も其 (その)轉 (てん)変 (へん)せさる證 (しるし)は既 (すで)に艮 (うしとら)暗 (あん)劍 (けん)殺 (さつ)の祟氕 (たゝり)に觸 (ふれ)月 (つき)日 (ひ)
時 (とき)三 (さん)星 (せい)の會 (くはい)合 (がふ)にて災 (わざは)にしにて白 (らか)なり













或 (ある)日 (ひ)京師の客 (かく)宅 (たく)図 (づ)一 (いつ)紙 (し)を携 (たづさへ)来 (きたり)て方 (はう)を請 (こ)ふ予 (よ)是 (これ)を被 (ひ)見 (けん)
するに先 (さき)に一 (いつ)相 (さう)者 (しや)の鑒 (かん)考 (かう)をたりとへて棟 (むね)數 (かす)多 (おほ)く立 (たて)續 (つヽき)
たる惣 (さう)搆 (かまへ)の中 (ちう)央 (わう)に磁 (じ)石 (しやく)を立たり予 (よ)が曰 (いはく)此 (この)中央は龍 (りう)水 (すい)法 (はふ)と
て家 (け)欠 (かけ)張 (はり)の形 (けう)勢 (せい)に因 (より)生 (せい)氕 (き)旺 (わう)氕 (き)の吉 (きつ)宮 (きう)を定 (さだ)むる石 (しやく)の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]居 (すへ)所 (ところ)にて是 (これ)𫝆 (いま)の用 (よう)にあらず凡 (およそ)家 (か)宅 (たく)中 (ちう)央 (わう)の㝎 (せう)格 (かく)は其 (その)様 (さま)一な
らす此 (この)図 (づ)のこときは本 (ほん)宅 (たく)を以て定 (さだ)むるをとすの曰 (いはく)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]然 (しかれ)は去 (さく)年 (ねん)造 (さう)作せし所此図 (づ)の中央より見れはなき方 (はう)位 (い)な
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]れとも亦 (また)本 (ほん)宅 (たく)より見るときは正 (まさし)く生 (せい)禁 (いましめ)たまふ所の暗 (あん)劍 (けん)
に當 (あたれ)り是最 (もつとも)べきのたりと雖 (いへと)も固 (もと)より愚 (ぐ)昧 (まい)其 (その)然否 (いなや)を
察 (さつ)する事 (こと)能 (あた)はずと予か曰 (いはく)當 (とう)二月は前 (さき)に造作有し方 (はう)位 (い)の巡 (すん)

星 (せい)四 (し)緑 (ろく)中 (ちう)宫 (きう)にゆへ此 (この)月 (つき)害あらば本 (ほん)宅 (たく)の中 (ちう)央 (わう)实 (ま)事 (こと)な
りとし𠰥 (もし)災 (わさ)禍 (はひ)なくは此 (この)図 (づ)のごとく惣 (さう)搆 (かまへ)の中 (ちう)央 (わう)最 (もつとも)にして我 (わか)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]㝎 (さだ)むる非 (ちかふ)なりとおもふべしとせしがして其 (その)月 (つき)に至 (いた)
り大 (だい)難 (なん)に罹 (かゝれ)里以 (もつ)て本 (ほん)宅 (たく)の中 (ちう)央 (わう)是 (まこと)なることを感 (かん)伏 (ぷく)せり
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]因 (ちなみ)に記 (しる)す右 (みき)にいへる所 (ところ)の龍 (りう)水 (すい)法 (はふ)なるものは既 (すで)に此 (この)編 (へん)の
初 (はしめ)にも述 (のふる)かごとく立 (たて)物 (もの)惣 (さう)搆 (かまへ)の欠 (かけ)張 (はり)に因 (より)宅 (たく)の位 (くらい)を㝎 (さだ)め
吉 (きつ)宫 (きう)に宅主 (あるじ)の居 (い)间 (ま)を設 (まふ)くるはなり或 (あるい)は佛 (ぶつ)の霊 (れい)𣞀 (だん)又 (また)
は文 (かき)書 (もの)財 (たい)厨 (せつの)䓁 (ものとう)すべて貴 (たつ)重 (とき)の品 (しな)を以 (もつ)て備 (そなへ)置 (おく)を法 (はふ)とせしも
のなり尤 (もつとも)一 (いつ)箇 (こ)の古 (こ)説 (せつ)決 (けつ)して信 (しん)用 (やう)すべきものにあらずと
知 (しる)べし























或 (ある)人 (ひと)右 (みき)の一 (いち)図 (づ)を懐 (ふところ)にしてて是 (これ)は我 (わか)隣 (りん)家 (か)の図 (づ)なり此 (この)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]宅 (たく)にして磁 (し)石 (しやく)の居 (すへ)所 (ところ)は常 (つね)に飲 (しよく)食 (じ)を調 (とゝの)へ晝 (ちう)夜 (や)商 (あき)用 (なひ)を達 (たつ)する
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png][image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]所 (ところ)の一 (ひと)棟 (むね)を以 (もつ)て㝎 (さだ)むるや安 (おき)臥 (ふし)する所 (ところ)の一 (ひと)棟 (むね)を以 (もつ)て㝎 (さたむ)る
や頗 (すこぶ)る決 (けつ)し難 (かた)しとをてが曰 (いはく)凡 (すべ)て磁 (じ)石 (しやく)は宅主 (あるし)の寐 (ね)闺 (ところ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]備 (そなへ)ある所 (ところ)の一 (ひと)棟 (むね)に立 (たて)を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだ)むるなれども此 (この)図 (づ)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]のきは實 (じつ)に紛 (まきらは)しく磁 (し)石 (しやく)を居 (すへ)所 (どころ)必 (ひつ)と定 (さだめ)かたし故 (ゆへ)に私 (ひそか)にるに
表 (おもて)の一 (ひと)棟 (むね)を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだ)むれは坤 (ひつじさる)に碓 (から)磨 (うす)塲 (ば)厠 (かはや)等 (とう)あり艮 (うしとら)に
厠 (かはや)水 (みづ)流 (なか)し䓁 (とう)の不 (ふ)浄 (ぜう)隂 (いん)湿 (しつ)の具 (しな)ありて災 (ざい)損 (そん)財 (さい)絶 (たへ)す子 (し)孫 (そん)亦 (また)出 (しゆつ)
生 (せう)すべからず假令 (たとへ)出 (しゆつ)生 (せう)すとも必 (かなら)す短 (たん)命 (めい)を主 (つかさとる)といふ至 (し)極 (ごく)の
凶 (けう)相 (さう)なり又 (また)𫟚 (うら)の一 (ひと)棟 (むね)を以 (もつ)て中 (ちう)央 (わう)を定 (さだ)むれは不 (ふ)浄 (せう)隂 (いん)湿 (しつ)の備 (そなへ)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-395030@12.50px.png]乾 (いぬい)にり碓 (から)磨 (うす)西 (にし)と成 (なつ)て故障 (さはり)なく子 (し)孫 (そん)も生 (せい)育 (ヽく)し財 (さい)宝 (はう)も
能 (よく)保 (たもつ)の大 (たい)吉 (きつ)相 (さう)といふべきなりて家 (いへ)の窮 (を)達 (わり)涧 (よし)涸 (あし)の態 (あり)状 (さま)
を以 (もつ)てばす知 (しる)べしと答 (こた)ふ曰 (いは)く此 (この)家 (いへ)小児 (こども)も多 (おふ)く育 (そだ)ち
産 (せう)業 (ばい)は元 (もと)より繁 (はん)昌 (ぜう)にて財 (さい)宝 (はう)も貧 (ともし)からず然 (しかる)に僕 (やつかれ)は此 (この)図 (づ)表 (おもて)の
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]棟 (むね)を以 (もつ)て本 (ほん)宅 (たく)磁 (じ)石 (しやく)の居 (すへ)所 (どころ)と見 (み)しゆへに凶 (けう)相 (さう)と耳 (のみ)おもひ
家 (か)相 (さう)吉 (きつ)凶 (けう)の相 (あい)反 (はん)ずる事 (こと)を不 (ふ)審 (しん)せしか先 (せん)生 (せい)の妙 (めい)論 (ろん)を得 (ゑ)て
暗 (あん)に蒙 (ま)霧 (よひ)を披 (ひら)けりと語 (かたり)ぬのことき中 (ちう)央 (わう)紛 (まきらは)しきは其 (その)家 (いへ)安 (よし)
危 (あし)の態 (あり)狀 (さま)を以 (もつ)て探 (さぐ)り見 (み)て中 (ちう)央 (わう)の正 (せい)應 (おう)をむべし
左 (さ)の兩 (に)図 (めん)は地 (ぢ)面 (めん)丈 (い)室 (ま)の兩 (りやう)中 (ちう)央 (わう)より八 (はつ)方 (はう)の位 (くらい)同 (おな)しきゆへ
凶 (けう)相 (さう)更 (さら)に動 (うごか)さる備 (そなへ)なり先 (まつ)初 (はしめ)の図 (づ)の如 (ごと)きは厨 (だいどころ)の立 (たて)もの未 (ひつじ)申 (さる)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]に搆 (かま)ゆ謂 (ゆる)厨 (たいところ)は烹 (に)飪 (たき)の室 (いへ)にして井 (いど)𥧄 (かまど)水 (みつ)流 (なか)し䓁 (とう)の陰 (いん)湿 (しつ)を備 (そな)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]へ菜 (け)穢 (がれ)の浄 (ぜう)を洗 (あらい)扱 (あつかふ)の場 (ば)所 (しよ)ゆへ方 (はう)に搆 (かまへ)あるは大 (おふい)にし
是 (これ)院 (いん)内 (ない)不 (ふ)取 (とり)締 (しまり)を主 (つかさ)とり徒 (で)弟 (し)に如 (よき)法 (ひと)なく法 (はう)類 (ずい)の譲 (ゆづり)續 (つぎ)調 (とヽの)ひ
しとすを俗 (ぞく)家 (か)に譬 (たとへ)ていはゝ子 (し)継 (つぎ)の家 (いへ)にして召 (めし)僕 (つかい)に忠 (まめやか)
なる徒 (ひと)なく株 (か)德 (とく)入 (しん)財 (せう)を保 (たもち)得 (ゑ)がたしといふの大 (だい)凶 (けう)相 (さう)なり〇
又 (また)次 (つぎ)の図 (づ)は陰 (いん)湿 (しつ)不 (ふ)浄 (ぜう)をべきの立 (たて)もの戌 (いぬ)亥 (い)の方 (かた)にある
を以 (もつ)て寺 (じ)德 (とく)てく衆 (ひと)俗 (〱)の寄 (よせ)財 (もつ)院 (いん)内 (ない)に保 (たもち)て偏 (ひとへ)に修 (て)堂 (ら)の用 (やう)
を達 (たつ)す是 (これ)徒 (で)弟 (し)侍 (さふ)僕 (らい)の如 (みも)法 (ち)賢 (よろ)忠 (しき)なる故 (ゆへ)なり盖 (けだし)寺 (じ)院 (いん)猶 (なほ)此 (かく)のご
とし况 (いはん)や庻 (つね)家 (びと)に於 (おい)てをや
























右 (みき)の論 (ろん)は中 (ちう)央 (わう)を㝎 (さだむる)に只 (たヽ)其 (その)主 (あるし)の寐 (ね)闺 (どころ)耳 (のみ)を以 (もつ)てすべからず其 (その)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]理 (り)を重 (かさね)るものは中 (ちう)央 (わう)二ヶ所 (しよ)に立 (たつ)といふ證 (せう)を述 (のべ)てもつて
凶 (けう)相 (さう)を禁 (いまし)むるものなり是 (これ)を以 (もつ)て其 (その)地 (ち)に順 (したが)ひ般 (むき)に㝎 (さだめ)難き
知 (しる)べしに寺 (し)社 (しや)にて人 (ひと)の宅 (いへ)を搆 (かまへ)るは敬 (まひ)をふの
ありといふと雖 (いへど)も蕐 (みや)洛 (こ)のごとく寺 (し)前 (せん)にて商 (あき)繁 (はん)栄 (しやう)なる
あり是 (これ)全 (まつた)く此 (この)地 (ち)の德 (とく)にして都 (と)遷 (せん)の往 (いに)昔 (しへ)より𫝆 (いま)に至 (いた)里寺 (じ)社 (しや)
の祭 (さい)常 (つね)に絶 (たへ)す其 (その)德 (とく)普 (あまね)くして自 (おのづ)から貴 (き)賤 (せん)和 (くは)するのあり
故 (ゆへ)に國 (こく)風 (ふう)柔順 (すなほ)にして人 (にん)氕 (き)善 (よく)天 (てん)の性 (せい)命 (めい)にす是 (これ)地 (ち)尊 (たつと)きの
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]所 (いはれ)謂なり以 (もつ)て庻 (つね)家 (ひと)尊 (そん)前 (ぜん)に向 (むか)ふの亦 (また)少 (すくな)しとす其 (それ)國 (こく)風 (ふう)殺 (さつ)
伐 (はつ)の地 (ち)は聖 (せい)賢 (けん)之 (これ)をゆへに下 (か)和 (くは)せず人 (じん)民 (みん)亢 (かう)強 (けう)にして自 (おのづ)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]から礼 (れい)なく敬 (うやまひ)をふ敬 (けい)は神 (しん)の𢙣 (にくむ)所 (どころ)なり浪 (な)蕐 (には)の地 (ち)なと
社 (しや)に向 (むかふ)たる庻 (つね)人 (ひと)の宅 (たく)皆 (みな)以 (もつ)て衰 (おと)微 (ろへ)困 (こん)窮 (きう)なるは全 (まつた)く不 (ふ)敬 (けい)の咎 (とか)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]にして偏 (ひとへ)に地 (ち)德 (とく)薄 (うす)く國 (こく)風 (ふう)正 (ただ)しからさるが故 (ゆへ)なり此 (かく)のごと
く其 (その)地 (ち)德 (とく)によつて宅 (たく)吉 (きつ)凶 (けう)の相 (さう)法 (はふ)一 (ひと)般 (むき)に論 (ろんじ)難 (かた)し然 (しかれ)ども畢 (ひつ)
竟 (けう)寺 (じ)社 (しや)に向 (むかふ)たる庻 (つね)人 (ひと)の家 (いへ)は只 (たヾ)一 (いつ)端 (たん)の繁 (はん)栄 (じやう)にしてて易 (やす)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]しとすずんばあるべからす夫 (それ)宅 (たく)相 (さう)を正 (た〱す)と雖 (いへど)も心 (しん)相 (さう)を正 (たヾ)
さすと凡 (およそ)家 (か)相 (さう)方 (はう)位 (い)を信 (しん)ずる徒 (ひと)彼 (かの)吉 (きつ)德 (とく)を得 (へん)と欲 (おもは)ばく先 (まづ)此 (この)
理 (り)を察 (さつ)してを慎 (つ〱しむ)べし

家相秘傳集下之巻終

家相秘傳集自叙
夫 (それ)隂 (いん)陽 (やう)清 (せい)濁 (だく)は天 (てん)地 (ち)自 (し)然 (ぜん)の表 (ひやう)𫟚 (り)上 (ぜう)下 (か)尊 (そん)卑 (ひ)の起 (き)原 (げん)なり万 (ばん)物 (ぶつ)其 (それ)
造 (ざう)化 (か)にて生 (せう)ずるや氣 (き)を禀 (うけ)ずという事 (こと)なし是 (これ)物 (もの)に貴 (き)賤 (せん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]の別 (べつ)ある所以 (ゆへん)なり而 (しかふ)して各 (おの〱)其 (その)分 (ぶん)を守 (まもつ)て争 (あらそは)ざるものは偏 (ひとへ)に人 (じん)
[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]道 (どう)義 (ぎ)をずるによる是 (これ)を以 (もつて)其 (その)居 (きよ)所 (しよ)に於 (おける)も亦 (また)宫 (きう)殿 (でん)楼 (ろう)阁 (かく)坊 (ばう)舎 (しや)
艸 (さう)亭 (てい)おの〱にして制 (せい)異 (こと)なり復 (また)奪 (うばふ)べけんや夫 (ふう)子 (し)
も禮 (れい)は奢 (おご)らんより寧 (むしろ)倹 (けん)せよとり民 (みん)其 (その)職 (しよく)業 (けう)にひ限 (げん)
を辨 (わきま)へ美 (び)を除 (のぞ)き専 (もつぱ)ら質 (しつ)素 (そ)を守 (まもる)ことすべて長 (ちやう)久 (きう)の基 (もとい)
にして是 (これ)亦 (また)宅 (たく)舎 (しや)吉 (きつ)相 (さう)を布 (しく)の要 (やう)道 (だう)たり然 (しかれ)ば理 (り)の曲 (きよく)直 (ちよく)家 (か)
宅 (たく)の備搆 (そなへ)すべて善 (ぜん)を撰 (ゑらみ)盡 (つくす)べきと雖 (いへ（ど）)も其 (その)身 (み)農 (のう)工 (こう)商 (せう)の分 (ぶん)と
して聊 (いさヽか)も樓 (ろう)阁 (かく)殿 (でん)舎 (しや)に似 (に)たる宅 (たく)の搆 (かまへ)あるは上 (かみ)を潜 (せん)する驕奢 (おごり)
の罪 (つみ)難 (かた)く終 (つい)に子 (し)孫 (そん)をとす士 (し)太 (だい)夫 (ぶ)にて茅 (ばう)艸 (さう)蘆 (ろ)
の居 (きよ)所 (しよ)を營 (いとなむ)は物 (もの)好 (すき)なりといへども下 (げ)賤 (せん)に觸 (ふる)る過 (あやまち)あ里て
子 (し)孫 (そん)かならず野 (や)人 (じん)となるなり凡 (すべ)て神 (しん)職 (しよく)儒 (じゆ)者 (しや)沙 (しや)门 (もん)醫 (い)師 (し)
の類 (たぐひ)も官 (くはん)者 (しや)凡 (ぼん)下 (げ)の分 (ぶん)をて相 (さう)應 (おう)に営 (いとなむ)べし分 (ぶん)を犯 (おかす)は特 (ひとり)
天 (てん)理 (り)に逆 (さかい)のみならず草 (さう)木 (もく)の其 (その)地 (ち)にしては必 (かなら)す生 (せい)育 (いく)せ
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]ざるがしに地 (ち)宅 (たく)兩 (りやう)𠮷 (きつ)相 (さう)を布 (しく)と雖 (いへど)も主 (しゆ)人 (じん)亦 (また)正 (ただ)しから
ざるときは益 (ゑき)なきにし法 (はふ)に地 (ち)の理 (り)は人 (ひと)の和 (くは)にず
と云 (いへる)がし地 (ち)形 (げふ)宅 (たく)相 (さう)は善 (せん)惡 (あく)の従 (しう)然 (ぜん)として不 (ふ)易 (ゑき)に備 (そな)
ふる者なれは必 (かなら)す輕 (ゆる)忽 (かせ)にすべからず其 (その)地 (ち)宅 (たく)𠮷 (きつ)なれば必 (かなら)

[image: https://glyphwiki.org/glyph/koseki-000810@4.50px.png]す善 (ぜん)を好 (このみ)地 (ち)宅 (たく)凶 (けう)なればて𢙣 (あく)を吉 (きつ)凶 (けう)の然 (しから)しむるた
[image: https://glyphwiki.org/glyph/u2ff1-u4e00-cdp-8962@1.50px.png]里但 (たヾ)主 (しゆ)人 (じん)正 (たヾ)しと雖 (いへど)も地 (ち)宅 (たく)凶 (けう)なれば其 (その)利 (り)起 (おこ)らす地 (ち)宅 (たく)と人 (じん)
氣 (き)の両 (りやう)吉 (きつ)互 (たがひ)にて慶 (はひ)を召 (まねか)すものなり其 (その)地 (ち)宅 (たく)相 (さう)法 (ばふ)
の仍 (より)てことや奮 (ふる)く我 (わが)　朝 (てふ)にてに流 (りう)傳 (でん)する事 (こと)亦 (また)
久達 (ひさしき)なり其 (その)書 (しょ)黄 (くはう)帝 (てい)宅 (たく)経 (けう)營 (ゑい)造 (ざう)宅 (たく)経 (けう)象 (しゆ)吉 (きつ)通 (つう)書 (しよ)三 (さん)白 (はく)寶 (はう)海 (かい)等 (とう)
其 (その)餘 (よ)の通 (つう)所 (しよ)頗 (すこぶる)る多 (おふ)く以 (もつて)来 (らい)舶 (はく)す其 (その)中 (なか)に就 (つい)に樞 (すう)要 (やう)な
るものを採 (さい)摭 (せき)し並 (ならび)に和 (わ)解 (げ)して以 (もつ)て世 (せ)俗 (ぞく)童 (どう)業 (もう)の便 (べん)覧 (らん)に備 (そな)
ふ此 (この)書 (しよ)の傳 (でん)決 (けつ)にて地 (ち)宅 (たく)相 (さう)を擇 (じやく)せはおのづから
[bookmark: _GoBack]人 (じん)和 (くは)して富 (ふう)貴 (き)長 (てう)壽 (じゆ)に至 (いた)里轉 (てん)禍 (くは)作 (さく)福 (ふく)の禎 (てい)祥 (せい)を蒙 (かふむ)
らんと爾

天保十一庚子歳冬至日
松　浦　琴　鶴　誌
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